
近
世
神
聖
口
ー
マ
帝
国
を
め
ぐ
る
研
究
動
向

近
年
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
国
家
・
国
民
」
意
識
に
ょ
せ
て
ー

国
家
と
国
民
。
こ
れ
は
、
「
遅
れ
て
き
た
国
民
」
(
H
 
・
プ
レ
ス
ナ
ー
)
と
し
て
の
ド
イ
ツ
人
に
と
つ
て
、
古
く
て
新
し
い
問
題
で
あ
る
。
二
度

目
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
(
千
年
紀
)
の
前
後
の
年
に
、
著
名
な
ふ
た
り
の
歴
史
家
が
、
一
般
読
者
を
も
対
象
と
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
の
中
で
、
ド

イ
ツ
に
お
け
る
「
国
家
と
国
民
」
の
有
り
様
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
た
。

『
旧
帝
国
の
歴
史
近
世
に
お
け
る
国
家
と
国
民
一
四
九
五
1
一
八
0
六
年
』
(
一
九
九
九
年
)
に
お
い
て
、
近
世
史
家
G
 
・
シ
ユ
ミ
ッ
ト

は
、
神
聖
口
ー
マ
帝
国
(
以
下
、
帝
国
と
略
記
)
を
ド
イ
ツ
人
の
「
国
家
」
と
見
な
す
こ
と
に
ょ
り
、
近
世
の
ド
イ
ツ
に
も
、
西
欧
(
と
り
わ
け

イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ろ
と
同
様
に
「
国
家
と
国
民
」
が
存
在
し
た
、
と
す
る
大
胆
か
つ
独
特
な
解
釈
を
展
開
し
た
。
賛
否
両
論
が
投
げ
か
け
ら

れ
て
い
る
本
書
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
主
題
で
も
あ
る
た
め
、
後
段
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

つ
ぼ
、
つ
で
、
『
西
欧
へ
の
長
い
道
の
り
」
(
二
0
0
0
年
)
を
著
し
た
、
近
代
史
{
永
H
 
・
 
A
 
・
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
解
釈
と

い

は
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
(
あ
る
意
味
で
は
伝
統
的
な
)
帝
国
像
を
描
い
て
い
る
。
「
初
め
に
帝
国
あ
り
き
。
」
と
す
る
フ
レ
ー
ズ
か
ら
始
ま
る
ヴ

イ
ン
ク
ラ
ー
の
叙
述
の
な
か
で
、
ド
イ
ツ
の
歴
史
に
し
め
る
帝
国
の
位
置
づ
け
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
、
つ
に
要
約
さ
れ
る
。

ド
イ
ツ
の
歴
史
を
西
欧
の
歴
史
と
異
な
っ
た
も
の
と
し
た
根
源
は
、
中
世
以
来
の
起
源
を
も
つ
帝
国
に
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
近
代

一
」

め

じ

ι

渋
谷
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国
家
は
領
邦
の
レ
ベ
ル
で
発
展
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
単
な
る
王
国
以
上
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
政
体
、
す
な
わ
ち
帝
国
が
存
在

し
た
。
ド
イ
ツ
が
英
仏
よ
り
も
遅
れ
て
国
民
国
家
に
な
り
、
さ
ら
に
遅
れ
て
民
主
制
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と

2

し
て
、
帝
国
と
そ
の
神
話
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。

3

二
っ
の
対
照
的
な
見
解
は
、
「
ド
イ
ツ
の
特
殊
な
道
」
論
ぜ
舎
§
ず
巴
m
0
区
曾
§
如
に
対
し
、
三
世
紀
に
向
か
う
世
紀
転
換
期
に
お
い
て

示
さ
れ
た
二
っ
の
解
答
と
し
て
、
受
け
と
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
帝
国
解
釈
か
登
場
し
た
そ
の
背
景
と
し
て

は
、
一
九
九
0
年
に
東
西
ド
イ
ツ
の
統
合
を
成
し
遂
げ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
牽
引
車
と
し
て
の
位
置
を
確
立
し
つ
つ
ぁ
る
、
「
統
一
ド
イ

ツ
」
の
存
在
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
主
張
は
、
「
大
国
化
」
し
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
家
意
識
、
国
民
意

識
の
有
り
様
と
も
無
縁
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
 
G
・
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
著
作
を
め
ぐ
る
論
争
を
紹
介
・
検
討
す
る
こ
と
を
つ
う

じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
行
く
末
が
問
わ
れ
て
い
る
今
日
に
ふ
さ
わ
し
い
近
世
ド
イ
ツ
像
、
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
像
の
探
求
を
目
指
す
も
の

、
、
、ノ

で
あ
る
。

①
 
m
o
=
ヨ
一
鳥
、
 
0
ゆ
0
一
伽
令
ミ
§
舟
、
器
負
§
カ
ミ
器
山
ミ
ミ
稗
ミ
之
貸
§
雛
、
色

即
§
~
之
貫
ミ
ミ
冷
,
~
山
昼
又
仁
習
げ
曾
一
器
Φ
な
お
、
シ
ユ
ミ
ソ
ト
の
研
究

に
つ
い
て
は
、
本
霄
が
刊
行
さ
れ
る
以
前
に
著
さ
れ
た
諸
研
究
を
概
観
し
た
山
本

文
彦
氏
の
論
文
が
あ
る
し
か
し
な
が
ら
、
と
り
わ
け
「
国
家
と
国
民
の
発
見
」

に
か
か
わ
る
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
問
題
性
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
十
分
な
検
討
が

な
さ
れ
て
い
な
い
山
本
文
彦
「
近
世
ド
イ
ツ
帝
国
国
制
に
関
す
る
一
考
察
」

「
北
大
文
学
部
紀
要
」
四
ハ
ニ
、
一
九
九
九
年
、
七
九
三
四
頁
。
山
本
論

文
の
刊
行
時
に
は
同
様
の
問
題
を
認
識
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
筆
者
に
ょ
る
論
文

評
も
、
同
様
に
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

渋
谷
聡
「
山
本
文
彦
近
世
ド
イ
ツ
帝
国
国
制
に
関
す
る
一
考
察
」
「
法
制
史

研
究
」
五
0
、
二
0
0
0
年
、
三
八
0
1
三
八
三
頁
0
 
な
お
、
 
G
 
・
シ
ユ
ミ
ッ
ト

は
、
一
五
・
一
六
世
紀
の
都
市
会
議
に
関
す
る
学
位
論
文
を
執
筆
し
、
ウ
エ
ッ
テ

ラ
ウ
地
方
の
伯
身
分
の
集
会
に
つ
い
て
教
授
資
格
論
文
を
刊
行
し
た
。
現
在
は
、

イ
エ
ナ
大
学
近
世
史
講
座
の
主
任
教
授
の
任
に
あ
る
。
前
掲
山
本
論
文
、
-
0
八

頁
、
往
(
3
)
等
を
参
照

②
乏
ヨ
エ
曾
、
=
血
三
ミ
ず
)
品
易
一
.
辻
讐
§
如
、
矛
伽
ミ
小
矛
§
~
、
 
W
ル
一
、
 
m
.
伊

ミ
今
0
=
含
 
N
0
8

③
「
ド
イ
ツ
の
特
殊
な
道
」
論
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
松
本
彰
氏
の
研
究

を
夫
邑
松
本
彰
「
「
ド
イ
ツ
の
特
殊
な
道
」
論
争
と
比
較
史
の
方
法
」
「
歴
史
学

研
究
」
五
四
三
、
一
九
八
五
年
、
一
 
1
 
一
九
頁
。
同
「
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
の
ド

イ
ツ
」
意
識
の
歴
史
的
展
開
1
対
西
欧
・
中
欧
・
南
欧
」
「
西
洋
史
研
究
」
新

輯
第
二
八
号
、
一
九
九
九
年
、
九
三
1
-
 
0
二
頁
。
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G
 
・
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
話
題
作
の
検
討
に
は
い
る
ま
え
に
、
近
世
ド
イ
ツ
の
国
制
(
国
家
と
社
会
の
体
制
)
を
理
解
す
る
た
め
に
取
ら
れ
て
き
た

^
ノ
照
^
、
な
い
し
は
^
^
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
^
靭
山
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
ら
参
照
^
の
^
^
ロ
^
^
の
な
か
か
ら
、
シ
ユ
ミ
ツ
ト
に

代
表
さ
れ
る
新
た
な
帝
国
解
釈
が
登
場
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
伝
統
的
な
帝
国
観
す
な
わ
ち
帝
国
の
存
在
意
義
を
全
面
否
定
し
て
き
た
見
方
か
ら
始
め
よ
う
。
帝
国
の
崩
壊
(
一
八
0
六
年
)

に
始
ま
り
、
一
八
七
一
年
の
ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立
に
お
い
て
そ
の
頂
点
に
達
し
た
(
と
見
な
さ
れ
て
き
た
)
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
史
の
展
開
か
ら
、

ド
イ
ツ
帝
国
の
統
一
を
り
ー
ド
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
・
プ
ロ
イ
セ
ン
を
重
視
す
る
史
観
い
わ
ゆ
る
小
ド
イ
ツ
的
歴
史
観
が
生
み
出
さ
れ
、

な
が
ら
く
影
響
力
を
保
っ
て
き
た
0
 
こ
、
つ
し
た
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
近
世
の
帝
国
、
と
り
わ
け
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
(
ヴ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
)

講
和
条
約
(
一
六
四
八
年
)
以
降
の
帝
国
は
、
「
主
権
」
を
腎
ら
れ
た
三
百
近
く
に
の
ぽ
る
領
邦
国
家
の
雑
居
状
態
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、

注
目
に
値
し
な
い
無
用
の
長
物
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
化
(
近
代
国
家
の
形
成
)
に
む
か
う
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
存
在
意
義
を
有
し
た

の
は
、
帝
国
で
は
な
く
、
そ
の
原
初
的
諸
要
素
介
打
政
制
度
な
ど
)
を
備
え
た
領
邦
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
き
た
。
さ
き
に
紹
介
し
た
H
 
・
 
A

ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
の
帝
国
認
識
は
、
紛
れ
も
な
く
、
こ
の
伝
統
的
な
帝
国
観
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
北
ド
イ
ツ
の
雄
邦
プ
ロ
イ
セ
ン
、

な
ら
び
に
プ
ロ
イ
セ
ン
が
選
択
し
た
{
示
派
と
し
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
影
響
力
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
ふ
く
む
南

ド
イ
ッ
と
そ
の
主
要
{
示
派
と
し
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
が
ま
と
も
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ
っ
た
。

周
知
の
と
お
り
、
こ
う
し
た
小
ド
イ
ツ
的
解
釈
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
敗
戦
(
一
九
四
五
年
)
と
そ
の
結
末
と
と
も
に

終
息
し
、
「
プ
ロ
イ
セ
ン
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
領
邦
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
近
代
化
の

担
い
手
を
見
い
だ
す
小
ド
イ
ツ
的
歴
史
観
は
、
後
述
す
る
H
 
・
シ
リ
ン
グ
の
解
釈
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
現
在
も
な
お
、
ひ
と
つ
の
基
調
低
音

と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

い
く
つ
か
の
参
照
枠

近世神聖口ーマ帝国をめぐる研究動向(渋谷)

Ⅱ1 (11D



小
ド
イ
ツ
史
観
に
た
い
す
る
反
作
用
と
し
て
、
戦
後
の
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
ハ
に
む
か
う
動
向
と
文
時
し
つ
っ
又
旦
場
六
の
か
'
ア
手

相
互
補
{
元
的
な
関
係
を
重
視
す
る
見
方
(
K
 
・
 
S
 
・
バ
ー
ダ
ー
)
で
あ
っ
た
帝
国
を
評
価
の
文
象
と
し
六
こ
と
ー
よ
り
、
ナ

で
も
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
ふ
く
め
た
南
ド
イ
ツ
お
よ
び
カ
ト
リ
ッ
ク
の
景
響
力
に
た
い
し
て
も
キ
亦
の
目
酉
り
か
ナ
さ
、
 
1
六

②

つ
ナこ

の
よ
う
な
視
角
か
ら
進
め
ら
れ
た
諸
研
究
に
ょ
り
、
帝
国
改
革
(
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
半
ば
)
の
,
ホ
と
し
て
成
立
六
ヨ

身
分
(
選
定
侯
諸
侯
な
ど
)
が
主
導
権
を
握
る
帝
国
に
つ
い
て
は
、
「
(
帝
国
)
諸
身
仂
の
統
、
1
権
を
イ
障
す
る
L
手
、
制
 
m
曾
易
n
'

、し

一
子
曾
§
司
0
ル
旦
易
ヨ
易
と
す
る
解
釈
が
生
み
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
権
力
国
家
と
し
て
1
握
す
る
こ
と
が
困
雙
制
ι
キ
.
し

モ
ー
ラ
フ
ら
に
ょ
り
、
「
シ
ス
テ
ム
」
概
念
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
ょ
り
、
帝
国
の
諸
機
関
(
皇
帝
、
帝
国
議
会
帝
国

概
念
と
し
て
、
 
P

と
の
相
互
関
係
か
ら
皇
帝
と
帝
国
諸
身
分
な
い
し
は
諸
身
分
相
互
間
の
関
係
を
規
定
す
る
六
め
し
、
「
政

裁
判
所
、
帝
国
租
税
、
帝
国
ク
ラ
イ
ス
)

3

治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
帝
国
」
と
す
る
解
釈
が
、
一
九
七
0
年
代
以
降
定
着
し
、
今
日
に
い
六
っ
て
ぃ
る

以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
連
邦
的
体
制
、
な
い
し
は
政
治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
近
世
ド
イ
ッ
の
国
制
を
帝
国
と
の
、
 
r
か
ー
ー
、

と
す
る
視
点
そ
の
も
の
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
市
民
権
を
得
る
に
い
た
っ
て
い
る
注
目
す
べ
き
ー
、
こ
こ
か
ら
さ
ー
ハ
リ
ー

シ
ヨ
ン
が
生
じ
つ
っ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

て
も
、
近
代
国

ひ
と
つ
め
の
バ
リ
ユ
エ
ー
シ
ヨ
ン
は
、
伝
統
的
な
小
ド
イ
ツ
的
歴
史
観
に
軸
足
を
お
き
つ
っ
、
帝
国
の
も
つ
重
要
性
ι
つ

、し

帝
国
と
領
邦
の
相
互
補
完
性
を
「
新
奇
な

家
形
成
の
視
点
か
ら
再
評
価
す
る
こ
と
を
試
み
る
、
解
釈
モ
デ
ル
で
あ
る
。
代
表
的
な
例
と
し
て
、

4

二
階
^
て
の
^
治
シ
ス
テ
ム
^
=
Φ
仁
曾
才
如
Φ
y
 
N
乏
含
m
-
0
片
一
如
ゆ
m
 
出
段
易
n
ず
少
{
誘
切
て
昇
Φ
ヨ
と
て
^
王
六
、
ハ
ノ
ー

^
^
^
的
に
近
^
^
さ
れ
た
帝
国
シ
ス
テ
ム
^
岳
ニ
ヨ
0
ル
ゆ
ヨ
勗
昂
二
霧
刈
臼
n
ず
拐
て
昇
Φ
ヨ
と
す
る
王
ι
か
六
、
イ

⑤
、
、
、

諸
側
面
に
着
目
す
る
H
・
、
ン
リ
ン
グ
の
解
釈
モ
デ
ル
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
、
つ

こ
れ
に
た
い
し
、
お
そ
ら
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
一
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
補
完
・
原
理
」
ι
"
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つ
、
「
帝
国
と
領
邦
の
相
互
補
完
的
関
係
」
を
中
心
と
し
て
解
釈
替
え
を
行
い
、
「
政
治
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
さ
ら
に
一
歩
押
し
進
め
た
第
二
の
、
、

リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
、
 
G
 
.
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
「
補
{
元
的
な
帝
国
」
片
0
ヨ
で
一
Φ
ヨ
旦
曾
Φ
え
Φ
一
号
,
m
§
で
あ
る
0
 
次
章
で
は
、
シ
ユ
ミ
ツ
ト
の

帝
国
解
釈
の
内
容
と
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
詳
細
語
じ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

m
o
=
=
m
=
如
史
、
ミ
山
一
一
三
器
(
=
如
)
.
~
戴
ミ
菱
碧
え
0
誉
容
甃
泣
,
一
二
、
智
~
島
符
ミ
、
器

⑤
 
m
0
三
=
三
卯
出
巾
ヨ
N
 
刈
忠
0
辻
誘
一
登
旨
住
言
=
=
m
仁
N
ゆ
五
お
ず
ゆ
乞
巴
豆
ル
m
-

1

↓
匙
ミ
甕
え
ミ
仏
仏
ミ
~
し
語
、
~
R
 
カ
ミ
一
ミ
く
3
§
§
説
§
 
N
色
會
ミ
ミ

U
血
仁
再
=
含
 
0
ル
巾
『
一
ゆ
ニ
ヨ
0
ル
●
ヨ
易
一
四
一
巾
m
 
刈
●
ぢ
ず
器
イ
m
一
ゆ
ヨ
 
d
ず
曾
一
Φ
伽
仁
=
伽
含
乞

ミ
ミ
§
擇
§
四
.
§
ミ
冨
山
三
N
N
O
O
N
、
<
0
一
乏
0
二
、
 
m
 
-
X

δ
ず
曾
号
史
=
出
ル
)
片
§
一
一
益
一
ル
巾
m
 
》
一
一
含
刈
四
0
ず
Φ
m
、
一
=
.
鵡
踴
§
§
、
 
N
旦

刈
曾
尋
曾
A
 
乏
0
一
一
伽
曾
伽
剛
三
=
ヨ
0
ル
Φ
ヨ
m
-
 
m
一
旦
仁
温
住
曾
一
m
6
ケ
巾
m
 
又
0
=
,

2

§
昌
則
ル
.
N
謂
、
M
O
0
-
、
仂
.
ω
↓
ご
Φ
中
シ
リ
ン
グ
は
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
、

m
一
殻
ヨ
ロ
一
m
 
m
三
切
一
ゆ
辻
=
=
伽
住
m
m
 
a
0
五
巾
ヨ
雪
 
m
一
山
山
一
含
仁
コ
住
住
器
)
一
一
m
 
刃
巴
0
戸

シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
解
釈
を
ほ
ほ
全
面
的
に
否
{
疋
し
て
い
る
(
シ
リ
ン
グ
の
批
判
に
つ

苔
 
N
、
§
ミ
~
＼
ミ
舞
§
§
、
勺
9
§
ミ
咲
則
ル
.
 
N
Φ
、
 
N
O
0
ド
仂
器
中
獣
即

い
て
は
、
後
段
で
紹
介
す
る
)
。
こ
れ
に
対
し
て
シ
ユ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
の
批
判
論

=
史
m
 
ω
土

文
が
公
刊
さ
れ
た
直
後
の
同
じ
雑
誌
の
誌
上
に
、
反
批
判
の
論
文
を
寄
せ
た
(
注

m
0
ず
言
9
 
0
ゆ
0
一
如
口
器
{
三
プ
=
企
N
巾
二
一
片
ン
ゆ
刈
含
0
=
・
片
0
ヨ
豆
m
ヨ
舎
悉
『
臼

③
を
姦
)
。
そ
の
後
も
両
者
の
議
論
は
平
行
線
を
た
ど
っ
て
お
り
、
二
0
0
 
-

3

m
一
旦
=
コ
ル
{
0
ル
ゆ
益
牙
m
 
之
山
=
0
戸
三
隷
§
k
壽
 
N
ミ
§
二
＼
ト
則
五
.
 
N
ご
、

年
に
マ
イ
ン
ツ
で
開
催
さ
れ
た
コ
ロ
キ
ウ
ム
に
も
と
づ
く
、
 
M
 
・
シ
ユ
、
不
ソ
ト

N
§
仂
.
ω
ご
,
器
ゆ
、
三
臼
仂
ω
§
拙
著
「
近
世
ド
イ
ツ
帝
国
国
制
史
研
究

ガ
ー
の
編
集
に
ょ
る
論
文
集
(
本
章
注
①
を
参
照
)
に
お
い
て
も
、
両
者
は
自
説

等
族
制
集
会
と
帝
国
ク
ラ
イ
ス
ー
」
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
霄
房
、
二
0
0
0
年
、

を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

序
章
を
参
昭

現
代
政
治
学
に
お
け
る
「
補
完
性
原
理
」
を
め
ぐ
る
需
に
つ
い
て
は
、
次
の

6

刈
Φ
三
辻
曾
A
 
乏
0
一
{
叫
曾
伽
令
典
ミ
時
§
山
~
§
叫
ミ
~
、
.
劇
ミ
§
叫
~
ミ
食
哥

文
献
を
参
照
遠
藤
乾
[
ポ
ス
ト
主
権
の
政
治
思
想
ー
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
連
合
に
お

4

く
ミ
島
誘
讐
顎
叫
器
§
§
、
甜
§
語
§
、
魯
山
都
＼
§
鷺
郡
、
勢
§
の
黄
爲
ミ
令

け
る
補
完
性
原
理
の
可
能
性
」
「
思
想
」
九
四
五
、
二
0
0
三
年
、
二
0
七
ー
ニ

N
需
二
や
ル
三
今
伽
§
ず
含
ル
Φ
ミ
一
即
伽
m
、
冨
仁
昌
ケ
含
 
N
o
o
o
 
m
 
訊

ニ
ハ
頁

.

(
こ
主
要
な
ね
ら
い

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
新
た
な
帝
国
解
釈
は
、
一
九
七
0
年
代
以
降
め
ざ
ま
し
い
進
捗
を
見
せ
て
き
た
帝
国
国
制
史
の
諸
研
究
を
そ
の
背
景
と

G

二

、
ン
ユ
ミ
ッ
ト
の
帝
国
解
釈

G
.
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し
つ
つ
、
出
現
し
た
。
そ
の
主
要
な
ね
ら
い
は
、
帝
国
国
制
史
研
究
に
お
い
て
従
来
用
い
ら
れ
て
き
た
概
念
や
呼
称
に
た
い
し
、
挑
発
的
な
解

釈
鉄
日
え
を
試
み
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
よ
、
つ
な
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
、
大
ま
か
な
輪
郭
を
描
い
て
み

る
こ
と
に
し
た
い
0

自
身
の
研
究
の
目
的
と
し
て
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
は
、
ド
イ
ツ
近
世
史
に
お
け
る
「
国
家
」
 
m
§
と
「
国
民
」
子
§
に
関
す
る

、

第

こ

「
内
的
一
貫
性
」
の
追
究
を
掲
げ
て
い
る
。
周
知
の
と
お
り
、
近
世
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
諸
領
邦
を
ゆ
る
や
か
に
束
ね
る
「
政
治
シ
ス
テ

ム
」
、
な
い
し
は
諸
領
邦
か
ら
成
る
連
邦
制
的
な
政
体
と
し
て
、
帝
国
が
存
在
し
た
が
、
い
ま
だ
「
統
一
国
家
」
と
し
て
の
ド
イ
ツ
「
国
家
」

、し

は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
い
っ
て
い
程
度
の
「
標
準
化
」
が
す
す
ん
だ
「
ド
イ
詣
」
を
話
し
、
い
っ
て
い
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン

①
、
、
、
、
、
、

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
共
有
す
る
ド
イ
ツ
人
(
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
見
解
に
ょ
る
な
ら
ぱ
、
ド
イ
ツ
「
国
民
」
)
が
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
対
応
す

べ
き
「
国
家
」
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
状
態
は
、
彼
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
は
な
は
だ
「
内
的
一
貫
性
」
を
欠
い
た
状
態
と
い
う
こ

2

と
に
な
り
、
こ
の
点
に
関
す
る
「
内
的
一
貫
性
」
こ
そ
、
克
服
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
一
言
い
換
え
れ
ぱ
、
英
仏
と
同
様
に
「
国
民
」

に
相
応
す
る
「
国
家
」
を
発
見
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
ド
イ
ツ
近
世
史
は
「
正
常
化
」
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
前
提
と
さ
れ
、
な
お
か
つ
い

つ
て
い
の
賛
同
も
乍
侍
つ
つ
ぁ
る
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
「
国
民
」
観
に
つ
い
て
は
、
後
段
で
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

つ
い
で
、
ド
イ
ツ
近
世
史
の
「
正
常
化
」
を
は
か
る
う
え
で
必
要
な
ド
イ
ツ
「
国
家
」
を
見
い
だ
す
た
め
に
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
は
刈
Φ
ぢ
牙
・

m
§
と
い
、
つ
新
た
な
概
念
の
使
用
を
提
起
す
る
。
刈
Φ
一
号
'
m
§
と
は
、
 
J
 
・
 
H
 
・
ツ
エ
ド
ラ
ー
(
一
七
0
六
1
一
七
六
三
年
)
が
編
、
し
た

③

「
百
科
事
典
」
 
d
昌
ぐ
曾
盤
一
一
豊
§
第
一
三
巻
(
一
七
四
二
年
)
か
ら
採
ら
れ
た
国
制
概
念
で
あ
る
。
国
制
・
国
法
関
連
の
概
念
史
的
史
料
の

宝
庫
と
も
い
ぇ
る
、
ツ
エ
ド
ラ
ー
の
『
百
科
事
典
」
か
ら
抜
き
出
し
た
概
念
を
、
近
世
ド
イ
ツ
の
「
国
家
」
概
念
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
に
ょ

4

り
、
同
時
代
人
の
「
国
家
」
観
に
そ
く
し
た
概
念
規
定
が
可
能
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
 
W
 
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
に
ょ
れ
ば
、
一
八
世
紀
当
時
の

⑦
留
然
^
^
ふ
は
、
^
^
態
^
く
曾
{
器
豊
品
な
い
し
は
^
^
治
シ
ス
テ
ム
^
で
0
一
二
易
0
哥
仂
m
器
岳
昌
を
^
己
意
し
て
い
た
に
す
ぎ
^
、
い
ま
だ
な
お

⑤
、
、
)

不
明
確
な
概
念
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
刈
ゆ
片
牙
'
m
留
巴
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
は
、
帝
国
に
所
属
す
る
諸
領
邦
か
ら
^
り
な
さ
れ
る

「
犬
毛
.
い
一
一
゛
、
.
う
)
、
一
.
一
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ノ
日
ノ
石
ナ
'
ぢ
だ
乢
一
(
 
a
 
一
ブ

「
状
能
ご
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
概
念
の
意
味
内
容
を
、
近
世
ド
イ
ツ
の
国
制
に
通
暁
し
た
シ
ユ
ミ
ツ
ト
が
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
0
 
そ
こ
で
か
れ

は
、
三
つ
の
角
度
か
ら
、
え
四
身
・
m
§
概
念
に
補
強
を
施
す
こ
と
に
ょ
り
、
こ
れ
を
近
世
ド
イ
ツ
「
国
民
」
に
と
つ
て
の
「
国
家
」
へ
と

格
上
げ
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
な
お
、
以
下
で
は
、
日
本
語
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
難
し
い
刈
ゆ
一
身
.
仂
亘
に
た
い
し
、
「
一
フ
ィ
ヒ
」
と
す

る
訳
語
を
あ
て
て
、
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

6

第
一
に
、
ラ
イ
ヒ
に
は
、
「
<
王
体
国
家
的
な
性
格
」
 
0
§
旦
仂
§
一
§
亘
が
備
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
従
来
の
ド
イ
ツ
国
制
史
研
究
に

お
い
て
、
「
<
王
体
国
家
」
 
0
§
昌
甜
§
と
は
、
元
来
は
独
立
し
た
い
く
つ
か
の
領
邦
が
領
邦
君
主
の
統
合
政
策
の
も
と
で
「
統
一
国
家
」
に

む
か
う
「
過
渡
的
段
階
」
を
指
す
(
同
君
連
合
か
ら
統
一
国
家
へ
の
過
渡
的
段
階
に
あ
る
一
八
世
紀
の
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
な
ど
)
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

ま
で
は
「
領
邦
国
家
」
に
の
み
用
い
ら
れ
て
き
た
「
全
体
国
家
」
概
念
を
借
用
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
シ
ユ
ミ
ツ
ト
は
ラ
イ
ヒ
に
た
い
し
、
頁
邦

国
家
に
類
似
し
た
統
一
国
家
的
な
「
ま
と
ま
り
」
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

二
つ
め
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
強
調
す
る
と
こ
ろ
は
、
ラ
イ
ヒ
が
「
補
{
元
的
国
家
性
の
体
系
」
 
m
器
§
オ
0
ヨ
豆
ゆ
ヨ
ゆ
忌
§
 
m
§
一
一
0
辻
亘
で

あ
る
、
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
「
補
完
的
国
家
性
の
体
系
」
と
は
、
ラ
イ
ヒ
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
連
携
に
ょ
り
、
帝
国
と
諸
頁
"

か
相
互
に
補
完
し
あ
う
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
対
外
お
よ
び
対
内
的
な
秩
序
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
す
フ
ラ
ン

ス
や
対
ト
ル
コ
の
防
衛
戦
争
な
ど
が
帝
国
レ
ベ
ル
で
組
織
さ
れ
た
こ
と
、
帝
国
裁
判
所
(
帝
国
最
高
法
院
と
帝
国
宮
内
法
院
)
の
継
続
的
な
活
動

な
ど
を
論
拠
と
し
て
、
帝
国
の
レ
ベ
ル
が
対
応
し
た
と
さ
れ
る
(
第
一
の
レ
ベ
ル
と
し
て
の
帝
国
)
。
つ
ぎ
に
帝
国
内
の
地
域
ご
と
の
秩
序
准
持
と

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備
(
街
道
整
備
、
通
貨
の
調
整
な
ど
)
に
つ
い
て
は
、
十
個
に
分
か
た
れ
た
帝
国
の
地
方
管
区
(
帝
国
ク
ラ
イ

ス
)
が
処
目
轄
し
た
(
第
二
の
レ
ベ
ル
と
し
て
の
帝
国
ク
ラ
イ
ス
)
。
さ
ら
に
、
一
般
の
「
ド
イ
ツ
国
民
」
で
あ
る
臣
民
に
た
い
す
る
テ
政
と
か
れ
ら

の
規
律
化
を
担
当
し
た
の
は
、
諸
領
邦
で
あ
っ
た
(
第
三
の
レ
ベ
ル
と
し
て
の
領
邦
)
0

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
さ
き
に
確
認
し
た
「
帝
国
と
領
邦
の
相
互
補
完
的
な
関
係
」
を
さ
ら
に
三
つ
の
レ
ベ
ル

ー
メ
ズ
一
一
ι

』
〆
n
』
C
=
υ
'
し
゛
n
D
゛
 
0
 
老
八
巧
一
C
J
/
.
ー
、
、
フ
 
t
 
L

百
巨
 
L
-
"
肩
司
 
7
0
一
一
一
、
一
.
口
令
手
尤
 
C
.
鷲
シ
,
ナ
.
」
C
 
才
 
7
.
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(
帝
国
、
帝
国
ク
ラ
イ
ス
、
領
邦
)
に
整
理
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
、
つ
な
整
理
の
仕
方
そ
れ
じ
た
い
に
は
、
後
述
す
る
と
お
り
、
賛

否
双
方
の
立
場
に
立
っ
歴
史
家
か
ら
、
一
様
に
こ
れ
を
評
価
す
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
補
完
性
」
原
理
に
「
国

家
」
性
を
追
加
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
が
こ
の
概
念
の
共
通
理
解
の
枠
を
踏
み
越
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

9

第
三
の
特
徴
と
し
て
、
ラ
イ
ヒ
は
、
「
政
治
的
整
序
シ
ス
テ
ム
」
で
0
一
三
曽
ず
Φ
 
9
今
言
暢
m
巨
Φ
ヨ
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
{
疋
義
づ
け
も
、

研
究
史
に
お
い
て
共
通
了
解
事
項
と
さ
れ
て
い
る
参
照
枠
、
す
な
わ
ち
「
政
治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
帝
国
」
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
イ

ヒ
は
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
そ
の
自
立
性
の
度
合
い
を
一
局
め
て
き
た
諸
領
邦
に
た
い
し
、
そ
の
自
立
性
(
統
治
権
)
を
保
障
し
、
側
面
か
ら

支
え
て
い
く
政
治
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
ラ
ン
ト
平
和
、
帝
国
最
高
法
院
、
帝
国
議
会
な
ど
を
そ
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
た
こ
こ
に
、
シ
ュ

ミ
ツ
ト
が
ラ
イ
ヒ
を
「
政
治
的
整
序
シ
ス
テ
ム
」
と
す
る
含
意
が
あ
る
。

こ
う
し
て
、
「
補
完
的
国
家
性
の
体
系
」
や
「
政
治
的
整
序
シ
ス
テ
ム
」
と
す
る
定
義
づ
け
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
ょ
り
、
「
全
体
国
家
的
な

性
格
」
を
認
め
ら
れ
た
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
ラ
イ
ヒ
は
、
ド
イ
ツ
「
国
民
」
の
有
り
様
に
相
応
す
る
、
一
言
い
換
え
れ
ぱ
英
仏
と
は
異
な
っ
た
構
造
原

理
に
も
と
づ
く
「
国
家
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
「
補
完
的
国
家
性
の
体
系
」
な
い
し
は
「
政
治
的
整
序
シ
ス
テ
ム
」
が
成
立
し
た
の
は
、
一

四
九
五
年
の
ヴ
ォ
ル
ム
ス
帝
国
議
会
(
帝
国
改
革
の
出
発
点
)
で
あ
っ
た
の
で
、
ラ
イ
ヒ
を
舞
台
と
し
て
展
開
さ
れ
る
ド
イ
ッ
の
「
国
家
と
国

⑩

民
」
の
歴
史
も
こ
の
年
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

本
節
で
は
、
シ
ユ
ミ
ツ
ト
の
著
作
の
構
想
が
概
括
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
論
文
「
近
代
初
頭
に
お
け
る
ド
イ
ッ
ー
ラ
イ
ヒ
と
文
化
国
民
?
」

(
一
九
九
六
年
)
に
依
り
つ
っ
、
か
れ
の
帝
国
解
釈
に
お
け
る
基
本
的
な
構
想
に
つ
い
て
、
三
点
に
整
理
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

は
じ
め
に
確
認
す
べ
き
こ
と
は
、
き
わ
め
て
独
特
な
シ
ユ
ミ
ッ
ト
に
ょ
る
「
国
家
」
 
m
§
の
定
義
で
あ
る
ド
イ
ッ
が
生
ん
だ
偉
大
な
歴

史
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
0
 
・
ヒ
ン
ツ
エ
に
依
拠
し
つ
っ
、
か
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
国
家
」
を
定
義
す
る
「
国
家
」
と
は
、
「
共
同
の
音
恙
」

本
的
な
構
想
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伽
ゆ
昌
含
§
ヨ
ゆ
乏
一
=
m
 
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
共
同
の
行
為
」
伽
Φ
ヨ
企
出
鉛
ヨ
雷
出
曾
ル
巴
=
で
あ
る
と
0
 
そ
れ
で
は
、
共
同
の
音
恙
と
行
為
と
は

^
か
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
^
共
同
の
力
の
功
^
^
如
ゆ
ヨ
含
=
給
ヨ
Φ
〆
墨
庄
含
m
言
品
含
を
^
び
^
こ
す
こ
と
を
可
能
に
し
、
つ
る
共
同
^
の
^
態

と
そ
の
体
制
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
既
存
の
国
家
論
と
は
異
質
な
論
理
構
成
に
た
っ
て
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
が
「
国
家
」
概
念
を
規
定
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
国
家
」
の
定
義
に
た
つ
こ
と
に
ょ
り
、
「
権
力
国
家
な
い
し
国
民
国
家
の
原
型
と
し
て
の
領
域
国

家
」
は
、
「
国
家
」
の
範
疇
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
従
来
の
研
究
で
は
「
国
家
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

帝
国
を
、
ド
イ
ッ
「
国
民
」
の
「
国
家
」
へ
と
解
釈
し
直
す
た
め
の
道
が
開
か
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
れ
の
定
義
は
取
り
よ

う
に
ょ
っ
て
は
如
何
よ
う
に
も
適
用
可
能
で
あ
る
た
め
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
か
れ
自
ら
が
こ
の
概
念
を
、
そ
の
定
義
か
ら
は
ず
れ
て
濫
用
す

る
よ
、
つ
に
な
る
0

二
っ
め
に
指
摘
す
べ
き
は
、
「
文
化
国
民
」
欠
三
三
§
合
と
「
国
家
国
民
」
⑦
§
功
旦
§
と
い
う
概
念
の
流
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
ま

た
、
著
名
な
ド
イ
ッ
の
歴
史
家
、
 
F
 
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
用
い
た
概
念
で
あ
る
が
、
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
含
意
か
ら
は
い
さ
さ
か
飛
躍
し
た
意
味
合
い

に
お
い
て
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
は
こ
れ
ら
を
用
い
よ
う
と
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
二
つ
の
キ
イ
概
念
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
山
本
文
彦
氏
の
論
考

「
近
世
ド
イ
ッ
帝
国
国
制
に
関
す
る
一
考
察
」
(
一
九
九
九
年
)
が
丁
寧
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
、
こ

Ⅱ
、
、
、
、
、
、

こ
で
は
本
節
の
論
述
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
に
絞
っ
て
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

シ
ユ
ミ
ッ
ト
に
ょ
れ
ぱ
、
「
文
化
国
民
」
と
は
、
帝
国
の
領
域
に
限
ら
ず
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
居
住
す
る
す
べ
て
の
住
民
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
「
国
家
国
民
」
は
、
ラ
イ
ヒ
と
結
び
つ
け
て
も
ち
い
る
べ
き
発
見
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
帝
国
改
革
の
進
捗
に

と
も
な
い
、
一
五
0
0
年
頃
に
帝
国
議
会
(
ラ
イ
ヒ
の
審
議
機
関
)
に
参
集
し
た
上
部
ド
イ
ツ
(
南
ド
イ
ツ
)
の
諸
侯
を
は
じ
め
と
す
る
支
配
者

、
、

身
分
の
人
々
に
つ
ぃ
て
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
は
こ
れ
を
「
国
家
国
民
」
と
呼
ぶ
。
「
帝
国
議
会
に
出
席
し
、
帝
国
の
負
担
を
担
う
者
だ
け
が
、
ド
イ

、し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ツ
国
民
の
政
治
的
統
一
体
と
し
て
の
ラ
イ
ヒ
に
属
し
て
い
た
」
(
傍
点
筆
者
)
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
国
家
国
民
」
と
さ
れ
る
。
一
八
0
六

年
の
帝
国
崩
壊
ま
で
を
射
程
に
お
く
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
著
作
で
は
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
、
「
国
家
国
民
」
の
地
理
的
範
囲
は
拡
大
し
(
ア
ル
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プ
ス
か
ら
北
海
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
ま
で
)
、
そ
の
社
会
階
層
も
臣
民
層
に
ま
で
お
よ
ぶ
。
以
上
の
よ
、
つ
に
、
ラ
イ
ヒ
と
の
関
係
性
に
そ
く
し
て
、

「
国
家
国
民
」
の
把
握
が
可
能
と
さ
れ
る
こ
と
に
ょ
り
、
近
世
ド
イ
ツ
の
「
国
家
と
国
民
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
た
め
の
前
提
か
形
作
ら
れ
る

第
三
の
構
想
と
し
て
特
徴
的
な
の
は
、
近
年
の
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
に
お
い
て
定
着
を
見
て
い
る
「
複
合
国
家
」
論
の
適
用
で
あ
る
。

近
世
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
諸
国
家
は
、
近
代
の
国
民
国
家
と
は
異
な
り
、
多
様
な
諸
要
素
(
諸
地
域
)
を
か
か
え
込
ん
だ
「
複
合
的
な
政
体
」
 
8
ヨ
'

で
0
曾
岳
ヨ
0
昌
晶
ず
て
＼
n
o
=
如
一
0
ヨ
Φ
墨
岳
除
巴
ゆ
、
な
い
し
は
^
^
△
口
国
{
永
^
 
0
0
巻
で
0
曾
岳
仂
亘
Φ
で
あ
っ
た
0
 
こ
の
^
^
は
、
^
と
な
る
王
朝
を

統
合
の
中
心
と
す
る
た
め
、
多
か
れ
小
ノ
な
か
れ
「
同
君
連
合
」
と
い
う
形
を
取
っ
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の
特
徴
が
あ
る
。

こ
う
し
た
認
識
に
た
い
し
て
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
は
、
帝
国
の
内
部
で
も
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
「
不
均
質
性
」
(
ド
イ
ツ
人
以
外
の
多
様
な
諸
民
族
の
存

在
)
を
抱
え
て
い
た
点
で
は
、
英
仏
に
ス
ペ
イ
ン
ま
で
ふ
く
め
た
西
欧
と
共
通
し
て
い
た
と
し
、
こ
こ
か
ら
帝
国
を
複
合
国
家
の
範
疇
に
加
え

よ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
、
い
ま
ひ
と
つ
の
論
拠
と
し
て
シ
ユ
ミ
ッ
ト
は
、
帝
国
を
「
複
数
の
諸
国
家
(
諸
領
邦
)
の
う
え
に
た
つ
国
家
」
と
し

た
、
一
八
世
紀
の
国
法
学
者
J
 
・
 
S
 
・
。
ヒ
ユ
ッ
タ
ー
寵
識
を
引
き
△
口
い
に
だ
す
0
 
こ
、
つ
し
た
論
法
を
取
る
こ
と
に
ょ
り
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
は
、

帝
国
を
西
欧
の
諸
国
家
と
同
類
の
複
合
国
家
に
ま
で
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
諸
領
邦
か
ら
成
る
連
邦
的
な
政
体
、
な
い
し

は
国
家
連
合
に
す
ぎ
な
い
帝
国
が
、
け
っ
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
を
共
通
の
君
主
と
す
る
同
君
連
合
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

す
れ
ぱ
、
シ
ユ
ミ
ツ
ト
に
ょ
る
「
複
合
国
家
」
論
の
適
用
に
は
、
か
な
り
の
無
理
が
あ
る
と
一
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
他
方
で
、
複
合
国
家
が
多

様
な
「
諸
地
域
」
を
包
摂
し
た
政
体
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
は
帝
国
な
い
し
ラ
イ
ヒ
が
「
領
域
国
家
」
で
あ
る
こ
と
を
認

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、
そ
う
す
る
と
、
さ
き
に
紹
介
し
た
第
一
の
論
点
(
「
領
域
国
家
」
の
排
除
)
か
ら
乘
離
す
る
こ
と
に
な
り
、

は
や
く
も
か
れ
の
「
国
家
」
認
識
は
矛
盾
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
矛
貭
と
り
わ
け
「
複
合
国
家
」
論
の
帝
国
へ
の
適
用
か
ら
生
じ
る
矛
盾
は
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
論
点
に
お
い
て
展
開
さ

れ
る
。
ま
ず
、
「
共
同
の
意
志
と
行
為
」
で
あ
る
「
国
家
」
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
先
に
の
べ
た
一
六
世
紀
初
頭
以
降
に
お
け
る
帝

、
、

、
、

国
議
会
へ
の
諸
身
分
の
結
集
を
指
摘
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
諸
身
分
(
諸
侯
)
の
み
な
ら
ず
、
「
諸
侯
の
臣
民
と
支
配
領
域
を
も
あ
わ
せ
て
」
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(
傍
点
筆
者
)
、
諸
領
邦
を
支
配
す
る
諸
身
分
に
と
っ
て
「
上
位
の
国
家
的
枠
組
み
」
が
成
立
し
た
、
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
シ
ユ
ミ
ツ

ト
に
お
け
る
帝
国
な
い
し
ラ
イ
ヒ
は
、
か
れ
み
ず
か
ら
轟
め
よ
う
と
し
て
い
た
「
帝
国
と
領
邦
と
の
あ
い
だ
の
補
完
性
」
の
論
点
を
は
る
か

に
踏
み
越
え
て
、
下
位
の
国
家
的
枠
組
み
た
る
「
領
邦
」
を
も
取
り
込
ん
だ
、
堂
々
た
る
「
領
域
国
家
」
へ
と
そ
の
姿
を
変
え
て
し
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
別
の
箇
所
で
、
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
家
形
成
は
、
帝
国
の
レ
ベ
ル
と
大
領
邦
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
並
行
し
て

進
行
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
著
者
本
来
の
「
国
家
」
の
定
義
(
第
一
の
論
点
)
か
ら
は
る
か
に
は
ず
れ
て
し
ま

つ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
統
治
(
規
律
化
)
の
対
象
た
る
臣
民
を
抱
え
た
領
邦
に
お
け
る
国
家
形
成
と
は
、
支
配
領
域
に
密
着
し
た
行
政
組

織
の
拡
充
を
中
心
と
し
た
国
家
形
成
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
が
そ
の
国
家
概
念
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し
た
「
領
域
国

家
」
(
制
度
的
領
域
国
家
)
の
意
味
に
お
け
る
そ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

研
究
史
の
展
開
か
ら
す
れ
ぱ
当
然
に
予
測
さ
れ
う
る
こ
う
し
た
批
判
的
な
見
方
に
は
頓
着
す
る
こ
と
な
く
、
シ
ユ
ミ
ツ
ト
は
自
説
を
展
開
し

て
い
く
0
 
す
な
わ
ち
、
ツ
エ
ド
ラ
ー
や
ピ
ユ
ッ
タ
ー
ら
、
同
時
代
人
に
ょ
る
帝
国
認
識
を
例
証
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
同
時
代
人
も
、
帝
国
の
国

家
性
を
否
認
せ
ず
、
ラ
イ
ヒ
を
「
国
家
国
民
」
と
し
て
扱
っ
て
い
た
、
と
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
諸
身
分
の
み
な
ら
ず
、
諸
身
分
に
ょ
っ
て

「
代
表
」
さ
れ
て
い
た
人
民
ミ
含
§
含
も
「
ド
イ
ツ
人
」
で
あ
り
、
諸
身
分
と
人
民
(
臣
民
)
に
ょ
る
国
民
統
一
へ
の
「
政
治
的
な
行
為
と

、
、
⑳

音
恙
」
が
、
ラ
イ
ヒ
を
ド
イ
ツ
人
の
「
国
家
国
民
」
に
し
た
、
と
す
る
シ
ユ

ミ
ッ
ト
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
が
導
か
れ
る
0

な
ん
ら
コ
メ
ン
ト
を
付

す
こ
と
な
く
、
「
代
表
」
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
も
、
近
世
の
ド
イ
ツ
に
「
国
家
と
国
民
」
が

存
在
し
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
貫
こ
う
と
す
る
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
構
想
が
こ
こ
に
提
示
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
構
想
が
一
般
読
者
を
も
相
楚
し

た
著
作
と
し
て
現
れ
た
ひ
と
つ
の
背
景
と
し
て
は
、
近
年
の
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ィ
ー
ク
(
ド
イ
ツ
語
学
・
文
学
研
究
)
の
動
向
(
近
世
ド
イ
ツ
に
「
国

民
」
子
§
の
存
在
を
積
極
的
に
見
い
だ
そ
う
と
す
る
動
向
)
が
お
お
い
に
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
段
で
触
れ
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
0
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近
世
ド
イ
ツ
帝
国
に
「
国
民
」
の
存
在
を
一
貫
し
て
見
い
だ
そ
う
と
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
著
作
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
常
、
一
、
0
を
覆
す
よ
う
メ
払
・
0

点
が
散
見
さ
れ
る
0
 
以
下
で
は
、
こ
う
し
た
論
点
の
な
か
か
ら
、
代
表
的
な
二
っ
の
論
点
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う

第
一
に
注
目
す
べ
き
は
、
近
世
の
帝
国
の
も
と
で
、
ド
イ
ツ
「
国
民
」
子
§
か
す
で
に
存
在
し
て
い
た
、
と
す
る
論
点
で
あ
る
。
帝
国

の
重
要
性
が
腎
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
の
研
究
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
〒
成
に
た
い
し
て
も
、
帝
国
仔
ナ
要
因

す
な
わ
ち
連
邦
制
的
枠
組
み
が
ふ
ま
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
ド
イ
ッ
統
一
の
L
動
1
、
集
権
国

家
的
枠
組
み
と
連
邦
制
的
枠
組
み
の
相
剋
と
併
存
と
い
う
形
を
と
っ
て
現
れ
た
か
ら
で
あ
る
し
た
が
っ
て
、
連
手
制
仔
枠
ホ
み
を
L
世
1
お

い
て
生
み
出
し
た
帝
国
の
も
と
で
、
ド
イ
詣
の
共
有
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
面
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
〒
成
が
統
一
国
家
の
〒

、
、
、
、
、
 
0
 
、
゛
ヒ
、
イ
イ
ー
,
ノ
ノ
、
巳
日
し
、
ン
ユ

成
に
先
ん
じ
て
進
行
し
て
い
た
と
は
言
え
る
だ
ろ
、
つ
。
こ
、
つ
し
た
帝
国
の
も
と
で
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
〒
成
を
ー
し
て
、
、
、

ミ
ツ
ト
は
一
足
飛
び
に
「
国
民
」
を
八
元
見
し
よ
う
と
す
る
。

近
世
の
初
頭
(
一
六
世
紀
)
は
、
 
M
 
.
ル
タ
ー
に
ょ
る
{
示
教
改
革
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
、
ビ
ラ
、
原
初
白
な
棄
恬
黙
・
や
ハ
ン
フ

ツ
ト
な
ど
、
ド
イ
需
で
書
か
れ
た
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
が
流
通
し
始
め
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
に
共
通
し
て
見
ら
れ
六
の
し
、

ロ
マ
ン
ス
人
工
巴
切
0
ず
や
ト
ル
コ
人
な
ど
の
敵
国
人
に
対
置
さ
れ
た
ド
イ
ツ
国
民
ル
Φ
三
§
Φ
呈
一
0
=
と
し
て
の
共
属
意
識
な
い
し
「
手
々
意

識
」
三
一
.
0
Φ
=
三
、
そ
し
て
祖
国
ξ
円
一
ミ
と
い
っ
た
言
説
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
一
言
説
が
諸
領
美
の
境
界
を
こ
え
て
流
布
し
六
こ
と
し

よ
り
、
支
配
者
階
層
と
臣
民
階
層
(
農
民
、
手
工
業
者
、
兵
士
な
ど
)
の
双
方
の
あ
い
だ
に
、
ド
イ
ッ
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
か
〒

0
 
、
、
、
こ
、
こ
、
才
、
、
一
 
1
 
又
に
な
る
ヒ
一
フ
・
。
ン

成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
0
 
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
言
説
そ
れ
じ
た
い
に
つ
い
て
は
、
グ
ス
タ
フ
.
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
の
"
集
じ
な
る
ビ
ラ
.
ハ
ン
フ

レ
ツ
ト
集
成
に
お
さ
め
ら
れ
た
史
料
に
も
と
づ
い
て
例
証
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
支
配
者
層
と
臣
民
層
の
双
方
に
ど
の
ネ
度
普
及
し
、
ど

⑳

こ
ま
で
読
ま
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
^
証
さ
れ
て
い
な
い
。

(
三
)
主
要
な
論
点
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一
六
世
紀
に
お
け
る
ド
イ
ツ
国
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
形
成
に
さ
い
し
て
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
が
強
調
す
る
の
が
、
人
文
主
義
者

た
ち
の
果
た
し
た
役
割
で
あ
る
。
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
『
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
」
の
発
見
に
は
じ
ま
る
祖
先
探
求
と
い
う
試
み
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
人

文
主
義
者
た
ち
が
お
お
い
に
活
躍
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
歴
史
学
・
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ィ
ー
ク
の
研
究
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
き
た

こ
と
で
あ
る
0
 
シ
ユ
ミ
ツ
ト
は
、
こ
の
論
点
を
さ
ら
に
押
し
進
め
、
前
述
し
た
ビ
ラ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
人
文
主
義
者
の
構
想
が
反
映
さ
れ
た

結
果
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
あ
い
だ
に
、
ド
イ
ツ
国
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
並
白
及
し
た
と
す
る
。
例
え
ば
、
 
U
 
.
 
V
 
.
フ
ッ
テ
ン

に
ょ
っ
て
、
ロ
ー
マ
の
支
配
か
ら
祖
国
を
解
放
し
た
古
代
の
英
雄
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
(
ド
イ
ツ
名
で
へ
ル
マ
ン
)
が
八
元
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
周
知
の

事
柄
で
あ
ろ
、
つ
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
シ
ユ
ミ
ッ
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
解
放
者
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
に
象
徴
化
さ
れ
た
解
放
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
「
ド
イ

⑳

ツ
の
自
由
」
区
舎
牙
哥
司
邑
豆
一
概
念
と
結
び
つ
き
、
波
及
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
と
説
く
。

こ
の
「
ド
イ
ツ
の
自
由
」
を
キ
イ
概
念
と
し
て
ド
イ
ツ
「
国
民
」
意
識
の
広
汎
な
普
及
を
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
著
作
の
眼

、
、
、

目
が
あ
る
。
「
ド
イ
ツ
の
自
由
」
と
は
、
「
諸
身
分
の
自
由
」
と
い
う
別
の
表
現
が
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
来
は
支
配
者

身
分
(
諸
身
分
)
の
自
立
が
保
た
れ
て
い
る
国
制
叢
を
示
す
概
念
で
あ
り
、
連
邦
制
的
な
帝
国
国
制
と
の
関
連
で
用
い
ら
れ
て
き
た
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
諸
身
分
に
限
定
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
「
自
由
」
概
念
は
、
宗
教
改
革
以
降
の
歴
史
の
展
開
と
絡
ま
り
つ
つ
、
下
層
身

分
に
も
浸
透
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
の
講
和
に
お
い
て
「
信
教
の
自
由
」
が
、
ラ
イ
ヒ
の
司
法
機
関
で
あ
る

帝
国
最
高
法
院
・
帝
国
宮
内
法
院
に
お
い
て
「
所
有
の
自
由
」
(
財
産
権
の
保
護
)
が
下
層
身
分
に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
そ

の
証
左
で
あ
る
。
そ
の
結
果
「
ド
イ
ツ
の
自
由
」
は
ラ
イ
ヒ
に
お
け
る
統
合
要
因
と
な
り
、
支
配
者
身
分
と
臣
民
身
分
の
双
方
が
ひ
と
つ
の

ド
イ
ツ
「
国
民
」
に
な
る
道
が
開
か
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
統
一
と
自
由
」
国
昌
貫
亘
言
ル
勺
邑
プ
曾
一
は
通
説
的
に
は
一
九
世

紀
の
ド
イ
ツ
統
一
運
動
の
な
か
で
鼻
叩
ら
れ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
が
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
シ
ユ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
戦
争
(
一
五
四
六
1

四
七
年
)
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
「
統
一
と
自
由
」
を
目
指
す
道
筋
が
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
自
由
」
概
念
の
普
及
に
関
す
る
具
体

相
に
つ
い
て
、
「
政
治
文
化
」
論
の
方
法
を
も
意
識
し
て
い
る
シ
ユ
ミ
ッ
ト
は
、
前
述
の
ビ
ラ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
集
成
な
ら
び
に
一
九
世
紀
末

、
』
ノ
(
一
ノ
ー
●
 
1
 
、
{
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に
収
集
さ
れ
た
民
衆
歌
謡
く
0
牙
m
一
区
な
ど
か
ら
例
を
ひ
い
て
論
証
に
努
め
て
い
る
が
、
受
け
手
た
る
下
層
民
に
ょ
る
受
{
谷
の
度
合
い
に
つ
い

て
は
不
問
に
ふ
さ
れ
て
い
る
。

発
見
さ
れ
た
「
国
民
」
が
さ
ら
に
鍛
え
ら
れ
る
場
が
、
戦
争
で
あ
っ
た
。
二
つ
め
の
重
要
か
つ
挑
発
的
な
曾
は
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
史
の

文
脈
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
三
つ
の
戦
争
を
、
ド
イ
ツ
国
民
を
形
成
す
る
た
め
の
丙
戦
」
と
し
て
位
置
づ
け
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三
つ
の
戦
争
と
は
、
一
六
世
紀
の
シ
ユ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
戦
争
(
一
五
四
六
1
四
七
年
)
、
一
七
世
紀
の
三
十
年
戦
争
(
一
六
八
1
四
八
年
)
、
一

八

世
紀
の
七
年
戦
争
(
一
七
五
六
1
六
三
年
)
を
指
す
。
以
下
、
三
つ
の
「
内
戦
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
解
釈
を
要
約
し
て
示

す
こ
と
に
し
よ
、
つ
0

ま
ず
、
シ
ユ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
戦
争
で
は
、
ラ
イ
ヒ
を
領
域
的
に
拡
大
さ
せ
た
こ
と
に
、
そ
の
意
義
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
以

前
の
ラ
イ
ヒ
に
は
、
主
と
し
て
上
部
ド
イ
ツ
(
南
ド
イ
ツ
)
の
帝
国
諸
侯
が
参
加
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
{
示
教
改
革
の
進

展
に
伴
い
、
福
音
派
を
受
{
谷
し
た
低
地
ド
イ
ツ
(
北
ド
イ
ツ
)
の
諸
侯
が
帝
国
議
会
で
の
議
事
に
関
与
し
、
さ
ら
に
は
シ
ユ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
同

盟
を
結
成
し
て
シ
ユ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
戦
争
を
は
じ
め
と
す
る
諸
侯
反
乱
に
積
極
的
に
参
加
し
た
こ
と
に
ょ
り
、
ラ
イ
ヒ
の
領
域
は
バ
ル
ト
海

北
海
の
沿
岸
部
に
ま
で
拡
張
さ
れ
る
に
い
た
る
。
い
わ
ぱ
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
人
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ド
イ
ツ
人
と
の
あ
い
だ
で
戦
わ
れ

た
「
内
戦
」
の
結
果
「
ア
ル
プ
ス
か
ら
バ
ル
ト
海
」
に
お
よ
ぶ
ラ
イ
ヒ
の
領
域
が
完
成
し
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
戦
争
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
、
つ
0

一
七
世
紀
の
三
十
年
戦
争
は
、
ド
イ
ツ
人
の
統
合
を
目
指
し
て
戦
わ
れ
た
「
内
戦
」
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
戦
争
は
、
ド

イ
ツ
内
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
勢
力
を
巻
き
込
ん
だ
「
宗
教
戦
争
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
が
、
通
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
「
国
民
」
探
求
の
文
脈
か
ら
す
れ
ぱ
、
{
示
派
と
の
む
す
び
つ
き
よ
り
も
、
「
ド
イ
ツ
の
自
由
」
こ
そ

、
、
、
、

か
、
三
十
年
戦
争
に
お
け
る
争
点
の
核
心
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
争
の
帰
結
と
し
て
締
結
さ
れ
た
「
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
の
講

和
」
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
家
問
の
関
係
を
規
定
し
た
「
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
」
の
成
立
と
い
っ
た
対
外
的
な
観
点
か
ら
評
価
さ
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れ
る
の
で
は
な
く
、
帝
国
諸
身
分
に
た
い
す
る
統
治
権
の
承
認
、
す
な
わ
ち
「
ド
イ
ツ
の
自
由
」
が
確
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
重
視
さ
れ
る
。
さ

ら
に
シ
ユ
ミ
ツ
ト
一
流
の
解
釈
に
お
い
て
、
こ
の
自
由
は
、
帝
国
裁
判
所
を
ふ
く
む
ラ
イ
ヒ
の
国
制
が
講
和
に
ょ
っ
て
再
確
認
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
支
配
者
身
分
の
み
な
ら
ず
、
臣
民
身
分
に
た
い
し
て
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
ラ
イ
ヒ
は
真
の
「
祖
国
」
と
な
り
、
ド

⑳

イ
ツ
国
民
に
と
っ
て
の
政
治
空
間
へ
と
発
展
し
た
と
さ
れ
る
。

一
八
世
紀
の
ド
イ
ツ
国
制
に
つ
い
て
の
解
釈
は
、
近
年
変
化
し
つ
っ
あ
る
。
帝
国
の
存
在
意
義
を
全
面
否
定
し
た
伝
統
的
な
解
釈
に
お
い
て

は
、
一
七
世
紀
の
半
ぱ
以
降
(
「
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
の
講
和
」
の
締
結
以
後
)
、
帝
国
は
事
実
上
崩
壊
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
一
八
世
紀
の
ド
イ

ツ
史
に
お
い
て
帝
国
を
語
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
研
究
で
は
、
一
七
世
紀
半
ば
以
降
も
帝
国
の
連
邦
制
的
枠
組
み
が

存
続
し
た
こ
と
黛
め
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
影
響
力
は
、
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
の
対
抗
関
係
■
長
=
m
券
易
」
が
顕
在
化
す
る
一
七

⑩

四
0
年
(
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
の
勃
発
)
頃
ま
で
は
続
い
て
い
た
、
と
す
る
解
釈
が
共
通
理
解
に
な
り
つ
つ
ぁ
る
。

シ
ユ
ミ
ッ
ト
も
こ
、
つ
し
た
学
界
の
壮
<
通
了
解
を
踏
み
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
、
つ
で
あ
り
、
七
年
戦
争
の
位
置
づ
け
に
さ
い
し
て
は
、

こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
世
紀
の
「
内
戦
」
と
な
っ
た
七
年
戦
争
に
お
い
て
は
、
一
七
四
0
年
以
降
に
顕
在
化
し
た

「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
の
対
抗
関
係
」
が
対
立
点
と
な
り
、
ラ
イ
ヒ
の
統
合
に
た
い
す
る
阻
害
要
因
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
も
っ
と

も
、
こ
の
阻
害
要
因
の
た
め
に
、
こ
の
後
す
ぐ
に
ラ
イ
ヒ
が
崩
壊
に
向
か
っ
た
、
と
す
る
立
場
に
は
シ
ユ
ミ
ッ
ト
は
立
た
な
い
。
当
時
の
帝
国

国
法
学
者
や
官
僚
に
ょ
る
帝
国
に
依
拠
し
た
統
一
国
家
構
想
を
論
拠
と
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
ょ
る
分
雜
主
義
的
な
国
民
構
想
は

ド
イ
ツ
の
他
地
域
で
は
う
け
い
れ
ら
れ
る
余
地
が
な
か
っ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
一
八
世
紀
の
末
に
い
た
る
ま
で
、
帝
国
国
制
を
べ
ー
ス
に

し
た
議
築
支
配
的
で
あ
っ
た
、
と
シ
ユ
ミ
ツ
ト
は
説
明
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
当
時
の
エ
リ
ー
ト
層
の
あ
い
だ
で
帝
国
に
依
拠
し
た
国

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

家
な
い
し
は
国
民
の
イ
メ
ー
ジ
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
臣
民
層
に
ど
こ
ま
で
共
有
さ
れ
て
い

た
か
、
と
い
、
つ
疑
問
に
た
い
し
、
シ
ユ
ミ
ツ
ト
は
答
え
て
く
れ
な
い
。
こ
、
つ
し
た
あ
た
り
に
、
説
得
力
の
不
足
を
感
じ
る
の
は
、
筆
者
だ
け
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
、
き
わ
め
て
大
づ
か
み
で
は
あ
る
が
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
著
作
の
根
幹
を
成
し
て
い
る
、
近
世
ド
イ
ツ
の
「
国
民
」
に
関
わ
る
論
点
を
紹

介
し
て
き
た
。
小
ノ
な
か
ら
ず
批
判
的
な
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
よ
う
に
、
か
れ
の
「
国
民
」
に
関
す
る
鱗
畑
は
、
従
来
の
一
般
的
な
解
釈
と

も
相
{
谷
れ
な
い
部
分
が
多
く
、
説
得
的
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
さ
さ
か
強
引
と
も
思
わ
れ
る
主
張
が
、
一
般
読
者
を
も
対
象

に
し
た
著
作
と
い
、
つ
形
を
と
っ
て
展
開
さ
れ
た
の
は
、
何
故
だ
ろ
、
つ
か
。
シ
ユ
ミ
ッ
ト
が
引
用
・
注
記
し
て
い
る
文
献
と
し
て
、
一
九
九
0
年

代
に
は
い
っ
て
公
表
さ
れ
た
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ィ
ー
ク
の
文
献
が
相
当
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
最
近
の
当
該
分
野
に
お
い
て
も
、

近
世
に
「
国
民
」
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
視
角
が
、
ひ
と
つ
の
有
力
な
動
向
を
形
成
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ィ
ー
ク
の

動
向
に
つ
い
て
、
筆
者
は
詳
ら
か
に
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
歴
史
学
者
と
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
に
ょ
る
学
際
的
な
論
集
も
編
ま
れ
て
い
る
。
シ
ユ
ミ

ツ
ト
み
ず
か
ら
が
こ
の
著
書
の
編
者
の
一
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
東
西
ド
イ
ツ
の
統
合
(
一
九
九
0
年
)
以
降
、
両
学
界
に
お
い
て

「
近
世
の
ド
イ
ツ
国
民
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
確
か
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
学
界
動
向
の
後
押
し
を
う
け
つ
つ
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
話

題
作
が
登
場
し
た
と
一
吾
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

①
前
掲
拙
著
、
三
0
頁
。

②
仂
n
ず
ヨ
一
巳
、
 
0
Φ
0
虜
令
露
§
§
§
、
~
ミ
え
ミ
器
.
仏
貫
ミ
ミ
ミ
之
島
§
曹
、
讐

、
、
.
§
一
之
、
ミ
、
~
▲
冷
,
~
伽
昼
冨
R
ず
含
一
途
四
、
 
m
.
W
伊
中

③
 
N
m
住
一
史
、
〕
0
=
山
言
=
企
口
=
0
ず
.
§
§
.
ミ
,
ト
登
§
則
住
.
ω
一
、
一
企
で
曾
伽
＼

=
山
=
売
一
ゞ
N
 
m
で
]
亀

④
 
m
今
ヨ
一
住
一
、
ミ
.
0
、
 
m
 
誤
伊

⑤
刈
色
口
=
讐
ル
、
乏
0
一
{
伽
曾
伽
.
剛
ヨ
プ
ヨ
0
住
化
ヨ
企
 
m
曾
一
旨
五
ル
ゆ
仁
岳
0
ず
ル
m
 
冨
0
コ

m
=
仁
ヨ
ロ
一
血
則
出
牙
一
ゆ
ず
仁
=
伽
ル
m
m
 
a
0
五
巾
牙
含
 
m
富
里
ゆ
m
 
三
含
ル
朋
ン
一
一
ゆ
即
●
一
6
ケ
、

Ξ
.
 
N
Φ
云
0
プ
=
{
一
{
三
=
易
§
一
曽
ず
ゆ
剛
0
誘
6
ず
仁
品
、
 
W
ル
 
N
円
 
N
O
O
N
 
m
 
器
Φ
,

獣
伽
、
守
臼
m
 
ω
お

⑥
 
m
0
ず
ヨ
§
ミ
.
Q
:
 
m
 
▲
ω

⑦
阪
口
修
平
「
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
王
政
の
研
究
」
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
ハ
ハ

年
、
三
九
頁
。

⑧
 
m
0
プ
ヨ
一
巳
.
ミ
0
、
 
m
 
合
'
▲
゛
ω
゛
伽
、
寸
血
誘
;
口
曾
一
m
6
ず
一
山
=
ル
印
ヨ
如
巾
如
一
昌
ル
曾

Z
ゆ
仁
N
Φ
片
.
刈
m
-
0
ず
仂
・
m
一
旦
仁
=
ル
〆
三
一
仁
牙
即
一
一
0
=
ν
、
Ξ
.
 
n
ず
勿
0
=
(
工
切
如
)
、
え
§
、

費
ミ
カ
N
肆
ミ
 
N
寵
ミ
ミ
§
力
、
＼
又
ミ
§
.
勺
器
§
§
＼
ミ
辻
9
.
れ
力
§

剛
雪
片
一
E
-
＼
ミ
仁
卦
一
Φ
Φ
の
、
 
m
 
-
,
W
O
.
三
虫
 
m
 
一
ゆ
、
口
巴
,
ご
器
{
Z
ケ
づ
企
N
Φ
二

一
一
0
プ
m
 
刈
売
】
0
=
・
片
0
ヨ
三
ゆ
ヨ
●
=
霽
曾
 
m
一
少
山
一
旨
区
{
0
ル
ゆ
益
=
く
Φ
乞
伽
一
一
0
,
三
【
洩

§
§
、
N
痔
ミ
ニ
＼
ト
如
住
 
N
謂
、
N
O
0
-
、
 
m
 
零
一
,
ω
Φ
Φ
、
=
曾
仂
器
W
{

⑨
口
Φ
易
、
令
ミ
ミ
ミ
臼
、
~
§
え
ミ
n
 
仂
ω
念

⑩
口
曾
m
、
ミ
◎
、
仂
ゞ
伽

⑪
口
m
誘
.
、
ご
曾
一
m
0
三
山
=
ル
仙
ヨ
 
W
ゆ
園
三
=
住
史
乞
m
仁
N
m
二

⑫
■
m
誘
.
、
島
.
島
 
0
、
仂
一

⑬
「
は
じ
め
に
」
注
①
を
参
凾
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⑦
販
口
修
平
一
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
王
政
の
研
究
』
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
ハ
ハ

⑭
伺
ず
含
住
仙
、
 
m
.
伊
,
↓

⑮
複
合
国
家
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
次
の
文
献
を
参
凾
一
。
近
藤
和
彦
「
近

世
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
」
才
石
波
講
座
世
界
歴
史
一
六
主
権
国
家
と
啓
蒙
」
岩
波
霄

店
、
一
九
九
九
年
、
四
五
頁
。

⑯
 
m
ず
雪
住
山
"
m
 
一
一
{

⑰
則
ず
含
住
N
、
 
m
 
伽
,
-
9
 
口
Φ
誘
、
ご
朋
才
号
=
Φ
一
N
m
二
一
一
0
プ
巾
刈
企
0
プ
"
 
m
 
W
§

⑱
ご
史
m
、
口
ゆ
忌
m
0
三
男
ル
印
ヨ
則
ゆ
伽
一
=
=
ル
含
 
Z
Φ
仁
N
Φ
=
、
 
m
.
一
の

⑲
国
ず
含
号
、
m
 
一
如

⑳
団
哥
温
"
、
m
 
一
中

⑳
前
掲
拙
著
二
六
ー
ニ
ハ
頁
。

⑫
 
m
o
=
ヨ
五
一
、
 
9
§
將
壽
、
器
山
§
え
ミ
n
 
仂
念
,
伊
心
、
口
史
m
、
ご
器

一
益
ず
=
巴
N
四
=
-
0
ず
.
刈
臼
0
ず
、
 
m
 
器
四
,
ω
Φ
゛

⑳
剛
一
仁
卯
m
o
=
口
{
↓
ゆ
誘
円
ヨ
ヨ
=
品
 
0
易
一
乏
剛
岳
イ
益
伽
ミ
含
0
ず
含
=
伽
]
ゆ
伽
一

(
嵳
9
0
{
一
0
ず
ゆ
)

⑳
 
m
0
ず
ヨ
今
令
器
§
壽
、
器
,
山
§
カ
ミ
n
 
m
.
=
,
小
゛
、
 
0
血
易
.
、
ぜ
器

{
昌
プ
昂
一
N
ゆ
一
一
一
一
凸
=
売
刈
色
0
=
、
仂
器
Φ
,
W
中
▲

⑳
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
人
文
主
巽
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
博

光
氏
の
業
績
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
佐
々
木
博
光
「
出
自
神
話
で
み
る
ド
イ
ツ

史
」
「
人
文
学
報
」
(
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
)
七
一
号
、
一
九
九
二
年
、
九

七
1
三
二
三
頁
0
 
同
「
普
遍
史
か
ら
国
民
史
ヘ
ー
ヨ
ル
ダ
ネ
ス
一
ゲ
テ
ィ
カ
」

の
成
立
と
受
容
に
つ
い
て
」
(
上
)
一
歴
史
研
究
」
(
大
阪
府
立
大
学
)
三
五
号
、

一
九
九
七
年
、
一
二
二
頁
。
同
「
普
遍
史
か
ら
国
民
史
へ
」
(
下
)
「
歴
史
研

究
』
三
六
号
、
一
九
九
八
年
、
八
五
1
一
三
六
頁
。
同
「
ラ
テ
ン
語
と
ド
イ
詣

⑬
「
は
じ
め
に
」
注
①
を
参
凾
一
。

の
は
ざ
ま
で
1
生
存
闘
争
の
な
か
の
人
文
主
毅
者
」
前
川
和
也
編
薯
一
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
史
」
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
霄
房
、
二
0
0
一
年
、
三
五
一
1
三
七

＼
頁
。

⑳
口
m
易
、
 
0
ミ
一
§
§
山
~
§
え
器
.
ヘ
ミ
 
m
.
▲
伽

⑰
卑
ミ
令
m
 
器
今
N
゛
N
、
獣
0

⑳
即
ミ
令
 
m
誤
9
 
寸
Φ
誘
、
↓
m
E
m
o
=
血
ズ
希
如
Φ
子
一
5
忌
一
ゆ
口
ゆ
=
三
口
伽
m
ヨ
仁
功
一
曾

言
ル
巨
Φ
伽
『
山
一
一
く
n
 
乏
m
二
ぐ
0
誘
岳
=
丘
叫
含
一
ヨ
{
三
ず
出
の
§
三
一
0
=
曾
刈
ゆ
一
0
戸
ヨ

口
一
Φ
一
曾
ビ
省
伽
●
三
含
0
ケ
血
仁
己
 
0
巾
又
伽
 
m
凸
プ
ヨ
五
一
(
=
誘
如
)
、
、
ミ
、
§
畠
之
尺
巨

、
ミ
§
~
§
、
§
ミ
、
ミ
§
、
讐
え
、
＼
又
ミ
ミ
弾
、
勢
 
R
§
即
§
~
超
、
~
§
.
典

ミ
号
今
含
 
N
O
O
P
 
仂
器
ふ
]
、
三
曾
 
m
.
▲
W

⑳
 
U
血
誘
"
令
、
§
弐
壽
§
、
§
え
ミ
n
 
m
 
一
司
↓
,
易
③
、
ご
巾
易
、
↓
含
功
一
6
ず
血

〆
希
如
Φ
、
 
m
 
念
{

⑩
前
掲
拙
著
、
一
六
三
頁
。

@
 
U
Φ
窃
、
 
0
、
§
§
ミ
器
、
§
え
ミ
R
 
m
.
ω
中
N
-
.
、
 
o
m
易
、
↓
売
三
m
o
=
ゆ
〆
H
語
や

m
 
中
一
シ
ユ
ミ
ッ
ト
と
帝
国
観
を
共
有
し
、
一
七
世
紀
後
半
以
降
に
お
け
る
帝
国

国
法
学
者
の
国
制
構
想
を
論
じ
た
研
究
又
子
位
論
文
)
と
し
て
、
次
の
業
鞍
が
あ
る

如
三
如
ル
0
一
{
"
乏
0
一
一
伽
曾
如
.
え
ミ
ミ
§
ミ
ミ
一
0
轟
ミ
ミ
之
ミ
亘
.
く
ミ
会
ミ
顎

ミ
急
.
ミ
さ
§
舟
＼
ミ
.
、
a
 
鵡
含
.
~
黄
、
え
0
戴
ミ
、
え
ミ
し
、
磐
ミ
亀
.
之
島
§
 
N
.
譜
ミ

、
ミ
ミ
山
§
＼
、
§
§
~
③
、
忠
ミ
伽
昼
ミ
山
一
昌
一
Φ
拐

⑫
"
曾
伽
ゆ
毛
一
m
曽
ず
血
、
 
U
昂
岳
一
旨
住
仂
0
ず
ヨ
§
 
0
Φ
0
お
(
工
伽
y
 
、
ミ
ミ
§
之
島
,

§
し
婁
ミ
~
島
ミ
ミ
§
時
§
§
え
曳
＼
R
ミ
§
曾
讐
謹
即
ミ
都
盡
§
典

ミ
旨
今
曾
 
N
0
8

こ
こ
ま
で
に
紹
介
し
て
き
た
シ
ユ
ミ
ツ
ト
の
著
作
は
、
賛
否
双
方
の
立
場
か
ら
お
お
き
な
反
響
を
よ
ん
で
い
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
い
く

三
シ
ユ
ミ
ッ
ト
説
に
た
い
す
る
反
響
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つ
か
の
代
表
的
な
コ
メ
ン
ト
を
要
約
し
つ
っ
紹
介
す
る
こ
と
に
ょ
り
、

シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
研
究
に
た
い
す
る
ド
イ
ツ
学
界
の
反
応
を
確
認
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

さ
て
、
「
賛
否
双
方
」
と
は
い
っ
て
も
、
筆
者
の
み
る
か
ぎ
り
、
割
合
か
ら
い
う
と
、
否
定
的
な
評
価
の
ほ
う
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
0

そ
の
理
由
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
示
し
て
き
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
概
念
規
定
が
従
来
の
研
究
史
に
お
け
る
共
通
了
解
を
踏
み
越
え
て
し
ま

つ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

ま
ず
は
、
既
存
の
研
究
史
を
尊
重
す
る
、
い
わ
ば
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
批
判
の
声
を
弌
表
す
る
論
者
と
し
て
、
 
H
.
シ
リ
ン
グ
な
ら
び
に

W
 
.
一
フ
ィ
ン
ハ
ル
ト
の
払
部
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
0
 
両
者
は
と
も
に
、
統
合
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
を
背
景
と
し
て
統
一
ド
イ
ツ
が
あ
る
重
の

「
大
国
」
に
な
り
つ
っ
あ
る
、
と
い
、
つ
現
実
の
動
向
を
近
世
史
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
さ
せ
よ
、
つ
と
す
る
シ
ユ
ミ
ツ
ト
の
手
法
、
す
な
わ
ち

「
国
民
」
、
「
国
家
」
両
概
念
の
解
釈
替
え
に
た
い
し
て
、
批
判
的
で
あ
る
。
シ
リ
ン
グ
に
ょ
れ
ぱ
、
ナ
ツ
ィ
オ
ー
ン
(
国
民
)
 
Z
黒
§
概
念
が

近
世
の
三
百
年
に
わ
た
っ
て
一
律
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
ょ
り
、
一
六
世
紀
に
お
け
る
ナ
ツ
ィ
オ
ー
ン
と
一
八
世
紀
末
以
降
に
お
け
る
ナ
ツ
ィ

オ
ー
ン
と
の
あ
い
だ
に
あ
る
、
意
味
内
{
谷
の
相
違
が
ま
っ
た
く
消
去
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
批
判
は
、
一
＼
世
紀
中
頁
を
「
は
、
ざ
ま
期
」
Φ
黒
.

冨
一
N
曾
一
と
す
る
R
 
.
コ
ゼ
レ
ッ
ク
の
理
解
が
定
着
を
見
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
説
得
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
「
は
ざ
ま
期
」
と
は
、
中

世
以
来
の
古
い
時
代
が
終
わ
り
に
近
づ
き
、
新
し
い
時
代
(
近
代
)
が
胎
動
を
始
め
た
時
期
、
一
言
い
換
え
れ
ぱ
古
い
時
弌
と
斤
し
、
時
弌
が
交

2

錯
す
る
時
期
を
意
味
す
る
。

他
方
、
「
国
家
」
概
念
と
の
関
連
に
つ
ぃ
て
、
両
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
シ
リ
ン
グ
は
、
「
国
家
り
性
格
」
 
m
§
一
・
即
・
一
を

腎
る
こ
と
に
ょ
り
、
帝
国
に
統
一
国
家
的
な
「
ま
と
ま
り
」
を
与
え
よ
、
つ
と
し
た
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
ね
ら
い
を
否
{
疋
す
る
0
 
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
帝

国
を
「
統
一
国
家
的
な
政
体
」
と
し
て
一
括
し
て
見
な
す
こ
と
に
ょ
り
、
一
七
世
紀
以
降
の
領
邦
に
お
い
て
徐
々
に
金
ま
っ
て
、
く
、
国
民
国

家
へ
と
向
か
う
現
象
が
等
閑
視
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
一
七
世
紀
、
そ
れ
も
と
り
わ
け
半
ぱ
1
降
の
帝
国
は
、
窪
済
政

3

策
の
諸
側
面
を
領
邦
に
委
ね
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
帝
国
裁
判
所
に
弌
表
さ
れ
る
司
法
り
な
調
整
機
E
に
そ
の
特
徴
ゞ
集
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約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
帝
国
を
指
し
て
、
「
法
・
平
和
共
同
体
」
な
い
し
は
「
司
法
国
家
」
と
呼
ぶ
ゆ
え
人
は
、
こ
の
点
に
あ
る
。
シ
リ
ン

グ
に
一
言
わ
せ
れ
ぱ
、
帝
国
が
経
済
政
策
を
放
棄
せ
、
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
英
仏
を
は
じ
め
と
す
る
西
欧
諸
国
と
の
決
定
的
な
相

違
が
あ
る
の
だ
が
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
統
一
国
家
的
な
ラ
イ
ヒ
概
念
は
、
こ
、
つ
し
た
相
違
を
消
去
し
き
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

同
じ
く
帝
国
と
西
欧
諸
国
と
の
相
違
に
か
か
わ
っ
て
、
 
W
 
・
一
フ
ィ
ン
ハ
ル
ト
は
、
「
複
合
国
家
」
論
の
適
用
と
い
う
論
点
に
批
判
を
あ
び
せ

て
い
る
。
「
複
合
国
家
」
を
媒
介
と
し
て
、
英
仏
に
相
当
す
る
政
体
と
し
て
帝
国
を
措
定
し
た
こ
と
に
ょ
り
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
は
根
本
的
な
過
ち

④

を
犯
し
て
し
ま
っ
た
、
と
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
は
断
ず
る
。
複
合
国
家
と
し
て
の
英
仏
両
王
国
は
、
領
域
と
臣
民
の
一
元
化
か
ら
生
じ
る
「
ナ
シ
ョ

5

ナ
ル
な
ま
と
ま
り
」
を
そ
の
核
心
に
お
い
て
有
し
て
お
り
、
し
か
も
「
領
域
と
臣
民
の
一
一
兀
化
」
は
、
世
襲
王
権
に
ょ
り
推
進
さ
れ
た
近
世

の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
一
一
兀
化
、
な
い
し
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ま
と
ま
り
は
、
け
っ
し
て
帝
国
全
般
で
実
現
し
た
の
で
は
な
く
、
あ

6

く
ま
で
も
プ
ロ
イ
セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
二
大
領
邦
と
い
く
つ
か
の
中
規
模
領
邦
に
お
い
て
の
み
、
出
現
し
た
の
で
あ
る
こ
の
よ
う
な
文

シ
リ
ン
グ
と
同
様
の
立
場
に
た
ち
、
帝
国
と
領
邦
の
相
互
補
完
的
関
係
を
認
め
つ
っ
も
、
「
法
・
平
和
共
同
体
」

、

脈
か
ら
ラ
イ
ン

ハ
ル
ト
は

と
し
て
の
帝
国
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
一
一
兀
化
の
担
い
手
と
な
り
え
た
領
邦
と
の
あ
い
だ
の
相
違
を
重
視
し
て
、
「
新
奇
な
二
階
建
て
の
統
治
シ
ス

テ
ム
」
(
「
一
い
く
つ
か
の
姦
枠
」
を
姦
)
と
す
る
位
置
づ
け
を
帝
国
に
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
紹
介
し
た
論
点
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
シ
リ
ン
グ
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
両
者
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
近
世
国
制
史
研
究
で
用
い
ら
れ

て
き
た
概
念
の
妥
当
性
を
再
確
認
し
、
シ
リ
ン
グ
の
新
た
な
諸
概
念
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
。
正
統
的
な
国
家
論
の
枠
組

み
を
ふ
ま
え
た
両
者
に
ょ
る
シ
ユ
ミ
ッ
ト
批
判
は
、
近
世
史
学
界
か
ら
お
お
む
ね
賛
同
を
得
て
い
る
よ
、
つ
で
あ
り
、
筆
者
も
そ
の
正
当
性
に
つ

い
て
は
認
め
、
ざ
る
を
え
な
い
。

み
ず
か
ら
の
シ
ユ
ミ
ッ
ト
批
判
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
シ
リ
ン
グ
は
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
帝
国
解
釈
を
展
開
し
て
い
る
。
三
十
年
戦
争
期

の
混
乱
を
へ
て
、
「
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
の
講
和
」
に
お
い
て
再
建
・
拡
充
さ
れ
た
帝
国
(
「
修
復
さ
れ
た
帝
国
」
§
S
.
二
a
刈
巴
今
)
の
も
と
で

は
、
さ
ま
、
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
部
分
的
に
は
近
代
化
に
つ
な
が
り
、
つ
る
動
き
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
こ
、
つ
し
た
判
断
に
も
と
づ
き
、
「
部

コ
「
上
三
斗
一
見
ι
イ
曼
」
く
才
一
ノ
0
=
P
右
白
ナ
0
司
宝
松
削
κ
そ
び
禦
律
力
妹
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分
的
に
近
代
化
さ
れ
た
帝
国
シ
ス
テ
ム
」
亘
ヨ
0
ル
曾
ヨ
曾
曾
§
刈
含
0
=
誘
巨
Φ
ヨ
と
す
る
呼
称
を
用
い
る
こ
と
を
、
シ
リ
ン
グ
は
提
案
す
る
。

こ
こ
で
か
れ
が
「
部
分
的
に
は
近
代
化
に
つ
な
が
り
う
る
動
き
」
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
事
象
と
し
て
は
、
一
連
の
帝
国
の
諸
機
関
(
帝

7

国
議
会
、
帝
国
裁
判
所
帝
国
ク
ラ
イ
ス
)
に
ょ
る
内
外
の
平
和
維
持
活
動
や
諸
勢
力
間
の
利
害
調
整
機
能
憲
定
さ
れ
て
い
る
。

「
近
代
化
」
を
重
視
す
る
そ
の
基
本
的
な
姿
勢
か
ら
、
シ
リ
ン
グ
が
、
伝
統
的
な
い
わ
ゆ
る
小
ド
イ
ツ
的
歴
史
観
に
た
ち
つ
つ
、
近
代
国
家

形
成
の
視
点
か
ら
、
帝
国
の
重
要
性
を
も
靭
纖
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
単
純
な
近
代
化
論
の
立
場

か
ら
、
シ
リ
ン
グ
が
近
世
ド
イ
ツ
の
国
家
と
社
会
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
の
冒
頭
で
も
ふ
れ
た
「
ド
イ
ツ
の
特
殊

な
道
」
論
と
関
連
さ
せ
つ
つ
、
シ
リ
ン
グ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
一
九
世
紀
以
降
、
い
っ
て
い
の
条
件
の
も
と
で
、
ド
イ
ツ
に
お
け

、し

る
国
民
統
一
が
西
欧
諸
国
に
比
べ
て
遅
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
じ
た
い
は
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
い
っ
て
い
の
条
件
」

と
は
、
帝
国
国
制
の
も
と
で
一
九
世
紀
の
国
民
統
一
が
進
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事
態
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
こ
に
は
冒
頭
で
紹
介
し
た
H

A
 
・
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
の
帝
国
認
識
と
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
一
九
世
紀
に
先
立
っ
時
代
と
し
て
、
な
お
か
つ

固
有
の
時
代
と
し
て
「
近
世
」
を
探
求
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
佑
瞰
し
た
ば
あ
い
、
帝
国
の
影
響
の
も
と
で
近
世
ド
イ
ツ
に
も
た
ら
さ
れ
た
傾
向
と
し
て
、
つ
ぎ
の
三
点
が
重
要
で

⑨

あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
ず
は
、
シ
リ
ン
グ
も
み
ず
か
ら
研
究
の
先
鞭
を
つ
け
た
、
「
宗
派
化
」
欠
0
ミ
含
曾
0
三
曾
曾
言
如
が
あ
げ
ら
れ
る
。
領
邦

権
力
に
ょ
る
宗
教
を
も
ち
い
た
臣
民
強
化
と
み
ず
か
ら
の
支
配
権
強
化
と
い
う
二
つ
の
動
向
は
、
宗
派
の
名
の
下
に
進
め
ら
れ
た
並
立
的
な
運

動
で
あ
り
、
し
か
も
カ
ト
リ
ッ
ク
領
邦
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
領
邦
の
双
方
に
共
通
し
た
動
向
で
あ
っ
た
。
シ
リ
ン
グ
が
{
示
派
化
を
重
視
し
た
の

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
動
き
が
近
代
的
な
国
家
形
成
へ
の
第
一
歩
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
付
一
言
し
て
お
く
と
、
同

じ
{
示
派
化
が
帝
国
国
制
を
維
持
す
る
う
え
で
役
に
立
っ
た
と
シ
ユ
ミ
ッ
ト
は
考
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
自
前
の
{
示
派
化
政
策
を
推
進
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
っ
た
弱
小
の
帝
国
諸
身
分
に
と
っ
て
は
、
自
己
の
所
属
す
る
帝
国
ク
ラ
イ
ス
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
近
隣
の
有
力

な
帝
国
諸
身
分
と
の
{
示
派
に
ょ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
同
時
に
ク
ラ
イ
ス
も
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
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た
か
ら
で
あ
る

第
二
に
近
世
ド
イ
ッ
に
特
有
の
特
徴
と
し
て
、
シ
リ
ン
グ
が
強
調
す
る
の
が
、
領
邦
国
家
の
「
領
域
の
狭
さ
」
署
Φ
一
昌
曾
昌
如
亘
で
あ
る

支
配
領
域
が
狭
い
こ
と
に
ょ
り
、
領
民
(
臣
民
)
に
た
い
す
る
目
配
り
が
行
き
届
い
て
い
た
が
た
め
に
、
宗
派
化
な
い
し
規
律
化
の
政
策
も
徹

底
さ
れ
え
た
と
さ
れ
る
。
三
百
弱
に
も
の
ぼ
っ
た
と
い
わ
れ
る
中
小
の
領
邦
が
帝
国
の
保
護
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
に
ょ
り
、
「
福

祉
.
{
目
僚
国
家
」
司
旨
m
又
如
中
旨
ル
如
霊
ヨ
舟
誘
岳
里
が
帝
国
の
も
と
で
育
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
近
世
領
邦
に
生
ま
れ
た
福

祉
・
官
僚
国
家
は
、
近
現
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
社
会
国
家
」
な
い
し
は
「
福
祉
国
家
」
の
原
型
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
二
っ
の
傾
向
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、
近
代
国
家
に
発
展
す
る
た
め
の
萌
芽
を
宿
し
て
い
た
諸
領
邦
を
い
わ
ぱ
「
保
護
・
育

成
」
し
た
と
こ
ろ
に
、
帝
国
の
重
要
性
を
認
め
よ
う
、
と
す
る
シ
リ
ン
グ
の
姿
勢
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
と
関
連
さ
せ
っ
つ
、
三
つ
め
の
傾
向
と

し
て
シ
リ
ン
グ
が
注
目
す
る
の
は
、
ド
イ
ツ
諸
領
邦
の
も
つ
「
ヤ
ヌ
ス
的
一
貫
性
」
で
あ
る
。
「
ヤ
ヌ
ス
的
」
と
さ
れ
る
ゆ
え
ん
は
、
ド
イ
ツ

諸
領
邦
が
近
代
的
な
国
家
原
理
と
帝
国
の
一
体
性
の
双
方
を
考
慮
せ
、
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
二
っ
の

方
向
性
が
矛
盾
を
は
ら
み
つ
っ
併
存
し
た
と
こ
ろ
に
、
シ
リ
ン
グ
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
世
の
独
自
性
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
。
こ
こ
ま
で
き
て
、
あ
ら
た
め
て
明
確
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
す
で
に
示
唆
し
て
お
い
た
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
依
拠
し
て
い
る
参
照
枠
の
あ
り

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
姦
枠
と
は
す
な
わ
ち
、
重
心
は
あ
く
ま
で
も
近
代
国
家
の
原
型
た
る
諸
領
邦
の
成
長
・
発
展
に
お
き
つ
っ
、
こ
れ
に
付

随
さ
せ
る
か
た
ち
で
、
帝
国
の
重
要
性
を
も
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
伝
統
的
な
参
照
枠
で
あ
る
。

シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
著
作
が
刊
行
さ
れ
た
直
後
に
お
い
て
は
、
シ
リ
ン
グ
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
に
代
表
さ
れ
る
正
統
派
の
批
判
が
大
勢
を
占
め
て
い

た
た
め
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
議
論
は
全
面
否
{
疋
さ
れ
、
葬
り
去
ら
れ
る
か
に
み
ぇ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
新
た
な
動
向
と
し
て
、
シ
ユ
ミ

ツ
ト
の
^
^
湘
に
た
い
し
、
こ
れ
に
賛
同
す
る
^
洲
者
^
^
れ
^
め
た
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
シ
ユ
ミ
ツ
ト
説
^
の
^
同
は
、
^
^
^

に
は
ま
だ
就
い
て
い
な
い
、
比
較
的
若
い
世
代
に
属
す
近
世
史
研
究
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
若
い
世
代
は
、

シ
リ
ン
グ
ら
の
解
釈
の
基
調
低
音
と
な
っ
て
い
る
伝
統
的
な
小
ド
イ
ツ
的
歴
史
観
を
嫌
う
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
け
る
共
通
了
解
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事
項
で
あ
る
「
帝
国
と
領
邦
と
の
相
互
補
{
元
的
関
係
」
や
「
政
治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
帝
国
」
と
い
六
、
一
、
、
0
 
小
じ
、
、
、
、
、

シ
ユ
ミ
ツ
ト
の
、
王
張
を

エ
ー
シ
ヨ
ン
を
支
持
し
て
い
る
よ
、
つ
に
も
み
ぇ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、

ト
に
ょ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
第
二
の
バ
リ
ユ

三
名
の
研
究
者
を
取
り
上
げ
、
か
れ
ら
の
議
論
を
簡
潔
に
紹
介
す
る
こ
と
{
し
よ
う

後
押
し
し
て
い
る
論
者
と
し
て
、

を
三
つ
の
レ
ベ
ル

K
 
.
ヘ
ア
タ
ー
の
議
論
で
あ
ろ
う
。
ヘ
ア
タ
ー
は
、
「
帝
国
と
領
邦
と
の
相
互
補
完
白
関
係
」

ま
ず
参
照
す
べ
き
は
、

(
帝
国
、
帝
国
ク
ラ
イ
ス
、
領
邦
)
に
お
け
る
連
携
で
あ
る
、
と
し
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
張
1
賛
意
を
表
す
ネ
ー
イ
ι

と
り
わ
け
「
対
外
防
衛
」
が
担
わ
れ
た
「
帝
国
」
全
体
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
発
展
し
六
と
さ
れ
る
。
と
い
う

四
八
年
以
降
に
お
い
て
は
、

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
全
般

シ
ス
テ
ム
」
の
成
立
以
降
、
帝
国
が
安
全
保
障
組
織
と
し
て
の
側
面
で
発
展
し
、

は
、
い
わ
ゆ
る
「
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア

の
勢
力
均
衡
と
{
女
<
王
保
障
政
策
の
八
元
展
に
も
貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
ア
タ
ー
の
予
0
 
イ
白
t
-
、
、
,
,
ι
ι

て
い
る
が
、
そ
の
論
旨
を
簡
潔
に
要
約
す
る
と
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
、
つ
に
な
ろ
、
つ
す
な
わ
ち
、
「
ウ
ス
リ
,
ネ
ι

帝
国
に
た
い
し
て
国
際
法
の
保
栗
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
ょ
り
、
帝
国
が
巻
き
込
ま
れ
六
文
夕
戦
争
ι
つ
ぃ
ー
ー
、
、
0
ι

が
皇
帝
、
帝
国
諸
侯
帝
国
ク
ラ
イ
ス
(
ク
ラ
イ
ス
連
△
巳
な
ど
を
そ
の
担
し
手
と
し
て
L
求
さ
れ
六
の
で
、
 
r

帝
国
そ
の
も
の
に
権
力
政
治
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

に
し
た
背
景
と
し
て
へ
ア
タ
ー
が
重
視
す
る
の
は
、

ゆ
え
に
こ
そ
帝
国
は
、
安
全
保
障
と
平
和
を
求
め
る
政
策
を
展
開
し
え
た
の
で
あ
る

し
た
が
っ
て
、
ヘ
ア
タ
ー
の
シ
ユ
ミ
ッ
ト
に
た
い
す
る
賛
同
は
、
か
な
ら
ず
し
も
<
王
面
的
な
賛
同
と
し
い
ぇ
ナ
し
一
P
 
0
ア
手
文
タ

的
な
安
全
保
障
に
力
点
を
お
い
た
一
七
世
紀
後
半
以
降
の
帝
国
国
制
は
、
一
八
世
紀
末
以
F
、
す
六
わ
ち
フ
ラ
、
。
。
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
顕
著
な
形
で
出
現
し
た
「
権
力
国
家
」
の
イ
系
と
ι
異
質
六
イ
六

ラ
イ
ヒ
を
「
国
{
永
国
民
」
、
す
な
わ
ち
権
力
国
家
的
な
政
体
と
し
て
理
解
し
よ
、
つ
と
す
る
シ
ュ
ミ
、
の

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

の
に
は
同
意
で
き
な
い
と
し
、
シ
リ
ン
グ
や
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
に
ょ
る
帝
国
理
解
が
妥
当
で
あ
る
と
さ
い

、ノ

て
の
み
、
そ
の
有
効
性
を
腎
た
も
の
で
あ
る
と
い
ぇ

い

以
上
に
紹
介
し
た
へ
ア
タ
ー
の
議
論
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
の
ご
く
一
音
ι
つ
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、
、
ノ
ニ
一
、
、

以
上
に
紹
介
し
た
へ
ア
タ
ー
4
誌
詣
に

る
だ
ろ
う
0
 
想
像
す
る
に
、
シ
ユ
ミ
ツ
ト
本
人
か
ら
す
れ
ぱ
、
こ
れ
は
不
本
意
な
ー
わ
れ
方
ガ
六
 
1
六
か
、
ー

ア
タ
ー
の
賛
意
は
、
か
れ
の
主
張
の
根
幹
を
な
す
「
国
家
と
国
民
の
発
見
」
に
向
ι
ら
れ
六
も
の
で
1
六
い
か
、

こ
こ
で
は
、

シ
ユ
ミ
ツ
ト
の
議
論
に
お
け
る
核
心
部
分
を
積
極
的
飯
め
て
ぃ
こ
う
と
す
る
研
究
者
も
チ
れ
つ
っ
あ

こ
れ
に
対
し
て
、

ヴ
レ
ー
デ
と
K
 
.
ケ
ラ
ー
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
、
つ

M

ン
フ
レ
ツ
ト
の
一
忌
な
ら
び
に
流
通
の
実
讐
著
者
と
し
て

ま
ず
M
.
ヴ
レ
ー
デ
は
、
一
七
世
紀
後
半
以
降
の
帝
国
に
お
い
て
流
布
し
た
ハ

の
帝
国
国
法
学
者
、
出
版
者
、
印
刷
業
者
、
販
売
業
者
、
読
者
の
間
の
相
互
関
係
)
ι
六
い
す
る
勿
キ
を
し
、

ヨ
0
牙
ヨ
易
の
浸
透
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
0
 
そ
れ
に
ょ
る
と
文
フ
ラ
ン
ス
や
文
卜
J
コ
四
し
、
イ
、

「
結
束
と
記
憶
の
共
同
体
」
 
m
0
一
区
曾
・
言
ル
則
言
づ
曾
言
伽
品
ゆ
.

帝
、
帝
国
諸
身
分
、
そ
し
て
臣
民
階
層
は
、
{
示
派
の
相
違
を
乗
り
越
え
て
、

ヨ
ゆ
冒
m
0
亘
と
し
て
ま
と
ま
り
を
保
っ
こ
と
が
で
き
た
と
い
、
つ
こ
、
つ
し
六
ネ
束
を
生
み
出
す
?
で
、
亥
ノ
、

複
数
宗
派
に
ま
た
が
っ
た
諸
身
分
や

ツ
ト
に
お
い
て
利
用
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
や
ト
ル
コ
人
と
い
っ
た
敵
国
人
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
六
。
三

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
、
つ
に
し
て
、
一
七
世
紀
後

臣
民
を
統
合
し
え
た
要
因
と
し
て
重
要
な
位
置
を
し
め
た
の
は
、
「
調
停
者
と
し
て
の
皇
帝
」

複
数
{
示
派
か
ら
成
る
フ
ェ
デ
ラ
ル
な
国
民
」
如
§
旦
ゆ
、

半
以
降
の
帝
国
に
お
い
て
は
、
「
帝
国
愛
国
主
義
」
が
普
及
し
、
三
イ
を
成
し
、

し
か
し
な
が
ら
、
一
八
世
紀

Z
郡
§
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
{
疋
着
す
る
こ
と
と
な
っ
六

ヨ
三
=
片
0
出
{
ゆ
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昂
=
Φ
"
{
0
●
ゆ
墨
一
一
ぐ
ゆ

中
盤
を
迎
え
る
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
.
プ
ロ
イ
セ
ン
の
対
抗
関
係
(
背
景
を
な
す
「
帝
国
政
汁
の
ヨ
ー
ロ
、
,
イ
:
イ
,
,

共
通
の
敵
を
失
っ
た
帝
国
は
次
第
に
分
裂
へ
向
か
っ
た
と
さ
れ
て
ぃ
る

他
方
、
一
六
世
紀
の
帝
国
議
会
を
主
要
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
K
 
.
ケ
ラ
ー
ー
、
帝
国
議
一
ι
し
巷
0
 
ι

ひ
{
{
含
一
一
片
冨
豊
が
成
り
立
っ
て
い
た
と
す
る
議
論
に
触
八
元
さ
れ
て
、
つ
ぎ
の
よ
、
つ
な
議
、
一
ヨ
を
展
鳥
て
ぃ
ハ
、
、
6

(
す
な
わ
ち
男
性
)
に
限
{
疋
さ
れ
て
い
た
点
に
着
目
し
た
ケ
ラ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
手
が
っ
し
ら
れ
て
こ
ナ
か
六
、
一
、
a
 
ー
キ

通
を
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
0
 
諸
侯
夫
人
た
ち
の
書
簡
に
記
さ
れ
た
内
{
谷
は
、
審
議
を
ー
、
め
と
す
.
 
1
仔
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0
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一
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多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
の
や
り
取
り
な
ら
び
に
内
容
の
検
討

組
み
か
ら
社
交
に
代
表
さ
れ
る
儀
礼
的
な
慣
行
に
い
た
る
ま
で
、

か
ら
、
一
六
世
紀
の
帝
国
が
帝
国
議
会
に
結
集
し
た
諸
侯
や
貴
族
家
門
集
団
の
た
め
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
r
」
と
て
成
り
立

い
た
こ
と
が
、
論
証
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
に
示
し
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ヴ
レ
ー
デ
は
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
七
四
0
年
ま
で
の
帝
国
を
「
牟
束
と
ヨ
憶
の
共
同
体
」
と
、

と
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
両
者
と
も
新
た
な
帝
国
解

ケ
ラ
ー
は
一
六
世
紀
の
帝
国
を
い
わ
ば
支
配
者
諸
身
分
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
ル
」

い
ず
れ
の
論
者
も
帝
国
に
お
け
る
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

釈
の
提
示
を
試
み
て
い
る
と
い
ぇ
る
だ
ろ
う
。
論
じ
て
い
る
時
期
こ
そ
異
な
る
が
、

シ
ユ
ミ
ツ
ト
の
「
国
民
の
発
見
」
論
に

イ
ー
の
共
有
」
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
さ
い
に
、
み
ず
か
ら
の
研
究
の
参
照
枠
と
し
て
、

準
拠
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

ツ
ト
受
{
谷
の
あ
り
よ
う
を
紹
介
し
て
み
た
。
現
時
点
に

以
上
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
筆
者
が
参
照
し
え
た
三
人
の
研
究
者
に
ょ
る
シ
ュ
ミ

け
っ
し
て
見
逃
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ド
イ
ッ
の
お
か
れ

お
い
て
な
お
小
ノ
数
と
は
い
ぇ
、
こ
う
し
た
議
論
が
登
場
し
て
き
た
こ
と
は
、

ツ
ト
に
ょ
り
口
火
を
切
ら
れ
た
帝
国
解
釈
の
第
二
の
バ
リ
ユ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
予
断
を
許

た
ア
ク
チ
ユ
ア
ル
な
状
況
に
触
八
元
さ
れ
て
、
シ
ユ
ミ

さ
な
い
展
開
を
見
せ
始
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

①
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井
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井
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ご
m
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乏
一
ル
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『
住
今
芽
子
o
m
ぐ
0
ヨ
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●
臼
モ
血
伽
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一
▲

⑨
「
宗
派
化
」
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
踊
共
二
氏
の
研
究
を
姦
。
そ
の

「
序
論
」
は
、
「
宗
派
化
」
を
め
ぐ
る
近
世
史
研
究
の
動
向
を
知
る
う
え
で
、
有

益
で
あ
る
。
踊
共
二
一
改
宗
と
亡
命
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社
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史
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近
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ス
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お
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国
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⑩
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⑪
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⑭
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史
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P
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史
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曾
、
住
器
刈
曾
0
ず
、
巳
ゆ
区
ゆ
昇
m
o
=
売
乞
山
一
5
=
・
仁
=
住
一
才
ゆ

.
剛
血
一
ロ
ル
m
、
、
、
仂
]
一
の

⑳
ズ
血
=
円
、
欠
山
一
=
出
ズ
0
ヨ
ヨ
仁
ヨ
寄
一
一
0
易
墨
仁
ヨ
ン
=
血
m
 
刈
四
0
ず
.
 
N
E
 
剛
仁
=
片
,

=
0
旦
二
山
一
住
Φ
一
ズ
0
二
m
m
で
0
=
五
雪
讐
ゆ
g
●
く
0
如
剛
三
切
一
言
含
一
ヨ
一
の
.
〕
山
ず
一
ず
言
'

ル
円
一
、
 
a
 
N
、
§
ミ
、
＼
ミ
捧
ミ
§
勺
貫
ミ
宍
如
ル
 
W
-
 
N
O
0
゛
、
仂
.
M
0
伊
,

器
0

⑳
乏
一
m
ユ
巾
、
山
山
 
0
 
、
 
m
 
器
一
、
ズ
ゆ
=
m
『
、
N
伽
.
0
 
、
仂
ゆ
0
の

こ
こ
ま
で
に
お
い
て
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
話
題
作
の
概
要
と
そ
の
受
{
谷
の
状
況
を
中
、
心
と
し
て
、
こ
れ
を
紹
介
し
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
努

め
て
き
た
。
前
章
の
末
尾
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
説
を
め
ぐ
る
展
開
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
に
な
り
そ
う
で
あ
り
、
今
後
も

目
が
は
な
せ
そ
う
に
な
い
。
そ
の
こ
と
は
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し
て
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
議
論
を
契
機
と
し
て
今
後
留
意
さ
れ
る
べ
き
三
つ
の
論
点

む
す
び
に
か
え
て
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を
示
す
こ
と
に
ょ
り
、
む
す
び
に
か
え
る
こ
と
と
し
た
い

真
っ
先
に
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
あ
く
ま
で
も
近
世
ド
イ
ツ
史
に
「
国
家
と
国
民
の
内
守
一
貫
性
」
を
見
い
ガ
そ
う
と
、
、
、
、
、
{

よ
る
課
題
設
定
の
妥
当
性
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に
示
し
て
き
た
よ
う
に
、
「
ド
イ
ッ
(
国
民
)
の
歴
史
」
と
"
ネ
、

ド
イ
ツ
を
取
り
巻
く
周
辺
諸
国
や
諸
地
域
な
ら
び
に
諸
民
族
と
の
接
占
一
が
ど
ち
ら
か
と
い
ぇ
、
じ
1
景
ι
、
し
い
て
ぃ

と
す
る
あ
ま
り
、

「
内
向
き
」
な
叙
述
無
始
し
て
い
る
き
ら
い
は
否
め
な
い
。
近
世
の
三
つ
の
戦
争
(
シ
ュ
マ
ノ
カ
J
デ
↓

る
た
め
に
、
不
自
然
な
ま
で
に

こ
、
つ
し
た
点

に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
ド
イ
ツ
国
民
を
形
成
す
る
た
め
の
「
内
戦
」
と
し
て
捉
え
た
と
こ
ろ
な
ど
し
、

三
十
年
戦
争
、
七
年
戦
争
)

G
 
.
シ
ユ
ミ
ツ
ト
の
帝
国
解
釈
」
を
参
昭
一
)
0
 
こ
の
こ
と
は
、
統
一
ド
イ
ツ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
ハ
連
△
口
の
主
導
国
と
い
、
つ

が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
(
「
二

と
な
っ
た
現
在
の
状
況
か
ら
し
て
も
、

一
方
で
、
そ
の
ド
イ
ツ
が
確
実
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
の
ド
イ
ッ
」

意
味
で
「
大
国
」
化
し
つ
つ
ぁ
る

ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
は
い
ぇ
な
い
だ
ろ
、
つ
。
こ
の
よ
、
つ
な
い
わ
ぱ
「
閉
じ
た
ド
イ
ッ
国
民
史
」
か
ら
"
去
す
る
六
{
ι
六

つ
ぎ
の
二
っ
の
視
点
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る

ツ
パ
諸
国
家
体
系
(
一
六
四
八
年
に
成
立
し
た

第
一
に
、
さ
き
に
紹
介
し
た
K
 
・
ヘ
ア
タ
ー
の
議
論
の
よ
う
に
、
生
成
し
つ
っ
あ
る
ヨ
ー
ロ

シ
ス
テ
ム
」
)
の
な
か
に
帝
国
を
「
積
極
的
に
」
位
置
づ
け
て
み
る
こ
と
が
、
や
は
り
必
要
で
あ
ろ
う
こ
う
六
ネ
,

「
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア

ア
レ
テ
ィ
ー
ン
の
研
究
以
来
帝
国
国
制
史
の
研
究
に
お
い
て
継
承
さ
れ
て
き
六
キ
点
で
あ
る

は
、
 
K
 
・
 
0

二
っ
め
に
追
究
す
べ
き
方
向
は
、
近
年
の
研
究
に
お
い
て
そ
の
「
開
放
的
な
」
国
制
か
Υ
目
を
集
め
て
い
る
、
。
ハ
ー
,
ー
、

る
中
.
東
欧
δ
含
旦
ミ
則
器
希
喬
則
E
0
で
Φ
と
の
比
較
の
な
か
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
そ
、
つ
す
る
こ
と
ι
イ
ι

帝
国
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
制
を
比
較
す
る
視
点
は
、

西
欧
諸
国
と
の
性
急
な
比
較
の
視
点
も
相
対
化
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
例
え
、
じ
、

シ
ユ
ミ
ツ
ト
の
著
作
に
お
い
て
こ
そ
前
面
に
出
て
く
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
従
来
の
帝
国
国
制
史
る
究
ι
お
い
六
ネ
,

③

も
あ
る
0

と
い
う
問
題
と
か
か
わ

一
八
世
紀
末
以
降
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
を
い
か
に
捉
え
る
べ
き
か
、

留
意
す
べ
き
第
二
の
論
点
は
、

0
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る
。
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
叙
述
に
お
い
て
は
、
一
八
世
紀
の
末
に
い
た
る
ま
で
一
貫
し
て
ラ
イ
ヒ
に
依
拠
し
た
「
国
家
と
国
民
」
が
存
在
し
え
た
、

と
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
一
九
世
紀
以
降
の
展
開
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
「
国
民
」
概
念

の
一
律
な
適
用
に
ょ
り
、
一
六
世
紀
の
「
国
民
」
と
一
八
世
紀
末
以
降
の
「
国
民
」
と
の
あ
い
だ
に
あ
る
意
味
内
容
の
相
違
が
消
去
さ
れ
て
し

ま
う
と
す
る
、
さ
き
に
紹
介
し
た
H
 
・
シ
リ
ン
グ
の
指
摘
に
も
通
じ
る
。
こ
の
点
を
突
破
す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
一
八
世
紀
の
半
ば
以
降

強
ま
っ
て
い
く
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
に
対
す
る
反
作
用
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
「
国
民
意
識
」
な
い
し
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
て
き
た

点
に
血
田
意
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
著
作
に
た
い
し
て
対
置
さ
れ
る
べ
き
最
後
の
論
点
は
、
近
世
ド
イ
ツ
の
「
国
民
」
な
い
し
は
ナ
ツ
ィ
オ
ー
ン
の
重
層
性
で
あ

る
。
シ
ユ
ミ
ッ
ト
が
強
調
す
る
と
お
り
、
近
世
の
帝
国
に
お
い
て
、
[
標
準
化
」
さ
れ
た
ド
イ
ツ
語
や
ゲ
ル
マ
ン
の
英
雄
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
に
象

徴
さ
れ
る
出
自
認
識
な
ど
に
も
と
づ
く
「
ド
イ
ツ
人
意
識
」
な
い
し
は
共
属
咸
覺
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
こ
の
点
に
か
か

わ
る
急
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
掘
り
起
こ
し
た
点
は
、
か
れ
の
功
績
と
し
て
評
価
さ
れ
て
ょ
い
で
あ
ろ
う
。
前
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
近
世
の

帝
国
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
照
準
を
あ
わ
せ
た
最
新
の
諸
研
究
も
、
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
需
点
を
参
照
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
「
ゆ
る
や
か
な
ド
イ
ツ
人
意
識
」
の
存
在
を
も
っ
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
ド
イ
ツ
「
国
民
」
の
存
在
を
導
こ
う
と

す
る
シ
ユ
ミ
ッ
ト
の
議
論
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
て
き
た
諸
家
の
批
判
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
無
理
が
あ
る
と
い
わ
、
ざ
る
を
え

な
い
。
む
し
ろ
、
帝
国
の
も
と
で
育
ま
れ
た
「
ゆ
る
や
か
な
ド
イ
ツ
人
意
識
」
が
大
枠
と
し
て
存
在
し
、
こ
の
大
枠
の
も
と
に
諸
地
域
・
諸
領

4

邦
に
た
い
す
る
個
別
的
な
い
し
^
邦
的
な
^
属
意
^
^
^
ね
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
ょ
り
、
^
フ
エ
デ
ラ
ル
な
ナ
ツ
ィ
オ
ー
ン
^
^
^
成
さ
れ
、

こ
れ
が
さ
ら
に
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
、
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
に
重
要
な
の

、

先
述
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
と
の
関
連
を
は
じ
め
と
し
た
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
の
ド
イ
ツ
」
と
い
う
枠
組
み
に
た
い
す
る
留
意
で

)
寄
一
三
、
欠
山
二
 
0
一
ヨ
曾
剛
一
企
=
曾
一
く
0
=
辻
会
山
~
舟
え
ミ
~
の
▲
中
~
山
郡
9
 
▲

如
ル
ゆ
.
、
 
m
旦
一
伽
貸
二
Φ
器
,
N
O
0
0
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②
さ
し
あ
た
り
、
つ
ぎ
の
文
献
を
参
照
。
「
近
世
中
・
東
欧
に
お
け
る
地
域
と
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
(
一
二
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の

多
元
的
人
文
学
の
拠
点
形
成
サ
プ
・
.
フ
ロ
ジ
エ
ク
ト
「
歴
史
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ

ツ
パ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
第
二
回
国
際
シ
ン
求
ジ
ウ
ム
報
告
書
」
京
都
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
西
洋
史
研
究
室
、
二
0
0
四
年
。

比
較
的
若
い
世
代
に
ょ
る
研
究
と
し
て
、
つ
ぎ
の
業
織
が
あ
る
。
 
0
二
↓
=
0
,

ヨ
器
・
ご
誘
)
=
売
刈
Φ
ぢ
ず
一
ヨ
 
m
で
籌
=
]
の
〕
印
プ
『
言
=
ル
曾
一
口
山
m
 
勺
一
0
ず
一
m
a

3

【
付
記
】
さ
き
ご
ろ
、
本
稿
と
も
お
ぉ
い
に
関
わ
る
重
要
な
著
作
の
翻
訳
が
刊
行
さ
れ
た
(
ハ
イ
ン
ッ
・
ト
ー
マ
ス
著
三
佐
川
亮
宏
・
山
田
欣
吾
編
訳

「
中
世
の
「
ド
イ
ツ
」
ー
カ
ー
ル
大
帝
か
ら
ル
タ
ー
ま
で
」
創
文
社
、
二
0
0
五
年
一
一
月
)
。
本
稿
を
補
う
研
究
と
し
て
、
参
照
さ
れ
る
こ
と
を
お
薦

め
し
た
い
。

な
お
本
稿
は
、
平
成
一
四
1
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
(
B
)
(
一
)
「
信
仰
派
対
立
期
ド
イ
ツ
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
(
代
表
永
田
諒

一
)
に
ょ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

器
三
巴
、
m
g
郡
二
一
0
=
"
売
二
、
印
ヨ
如
m
-
m
で
一
内
一
区
企
則
Φ
N
一
Φ
=
仁
品
含
 
N
仁
 
o
m
一
ヨ
ニ
,

一
ゆ
一
ゆ
三
0
又
、
Ξ
.
 
W
曾
ル
円
寄
、
)
暑
巳
言
ル
乏
0
=
如
曾
伽
閃
仁
君
0
斗
(
出
誘
伽
y

冬
黄
§
、
持
、
ミ
、
之
奥
§
乞
舎
希
ル
N
O
0
-
、
仂
.
一
伽
↓
.
N
]
▲

④
戸
習
如
m
三
吊
0
げ
.
、
ご
三
Φ
一
仁
温
 
o
m
0
虜
 
m
0
ず
ヨ
一
今
(
国
伽
)
、
、
&
、
ミ
足
寄
§

、
ミ
§
~
§
、
ミ
§
舟
§
、
讐
え
曳
、
ヨ
ミ
、
§
、
勢
讐
裁
回
込
異
妄
、
~
恐
二
、
如

三
言
0
ず
含
 
N
O
0
0
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